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公募型学校推薦選抜 出題のねらい

　Ａ方式・Ｂ方式ともに、国語の基礎学力を試す問題です。じっ
くりと問題文を読んで慎重に取り組めば、正答を導き出せるよう
になっています。
　日頃から基礎的な知識、現代文であれば漢字や語彙の知識を増
やすことや、古文であれば古典文法や単語、漢文の訓読のきまり
などを理解すること、またどちらも文学史を理解し知識を増やし
ていくことが必要です。問題を解いていく上では、それら基礎知
識をどれだけ持ち合わせているかに加え、いかにそれを応用して
解いていくかも重要です。日頃から、現代文も古文も教科書に載っ
ている文章に加えて、自分でできるだけ多くの文章に触れて読解
能力を高めていくことを心がけましょう。
　国語の能力は、大学に入学してからも、また卒業して社会に出
てからも、必ず必要とされるものです。今のうちにいかに多くの
知識や能力を身に付けておくかが、これからの生活にも大きく関
わってきます。そして単なる能力にとどまらず、多くの優れた文
章に触れることは、心を豊かにし、人間性を高めることにもつな
がります。楽しみながら文章を深く読んでいるうちに、国語の能
力も自然と向上するのではないでしょうか。

Ａ方式
　現代文の問題文は一見難しそうですが、じっくりと読めば理解
しやすいでしょう。ただ、難しい言葉も多いことから、意味の把
握に苦戦したかもしれません。漢字の問題では、4の正答率が低
く、50％未満でした。文脈からそれぞれの選択肢の漢字を特定し
てから選ばなくてはなりません。また、問三の�と�の語彙の意
味を問う問題も、それぞれ30％台、40％台と低い正答率でした。
漢字の問題も含め、日頃から語彙力を高める努力をしておきま
しょう。言葉の意味を勘違いして覚えていることもありますから、
こまめに辞書を引く習慣は必要です。問二の接続詞を問う問題で
は、90％を超える正答率の選択肢もありましたが、7だけが50％
台と低いものでした。一読しただけでは選択肢が絞りにくい箇所
ですが、「同じ記号は一度しか選べません」という条件があります
から、分かりやすい空所から埋めていけば、自ずと解答は導き出
せるはずです。問五、問七、問八は、内容把握に関わる問題です
が、正答率はそれぞれ50％台、60％台、40％台と比較的低いもの
でした。長い選択肢をそれぞれ正しく把握するのは難しいことで
すが、落ち着いて問題文のどの箇所に対応して、どこが違ってい
るのかを把握しなくてはなりません。問五の�では「適当でない」
ものを選ぶので、他の四つの選択肢は問題文に合致しているはず
です。問題文にない内容は、選択肢③で「若手とされる人々」の「成
長する機会」を奪うのは「評価の定まっている人たち」の「意見や専
門知識に左右」されることです。「次世代の人材」について問題文
中にどう述べられているかをもう一度読み直すと、誤りに気付く
はずです。問七の�では、各選択肢に共通してある「昨今の日本」
「リーダー不在」「統治される能力」のキーワードを手がかりに、
問題文を確認します。後半にある「昨今の日本の政治機能の不全
と「リーダー不在」は、まさにこの「統治される能力」の不足と表裏
一体をなす」という記述が大きな手がかりとなりますが、それ以
前の文脈とも合致しているかどうか考える必要があります。問八
の�は選択肢の文章の長さに惑わされるかもしれませんが、それ
ぞれの表現を問題文と丁寧に照らし合わせて、合わない部分を見
つけていけば、正答にたどりつけるはずです。文学史の問題も�
の正答率は低かったので、できるだけ知識を身に付けておきま
しょう。
　古文の問題文は、石清水八幡宮の霊験譚です。養女を持つ夫婦
が登場し、養父と養女との親密な関係を妬んだ養母が石清水八幡
宮に養女を殺して欲しいと願ったところ、その原因となった養父

を殺します。それにより養母は養女と共に仏道に入ることを決意
する物語です。文意を把握するのが少し難しかったのか、全体的
に正答率は低いものでした。問一で、敬意の方向を問う問題は、
文脈を正しく理解する鍵となります。3と5の正答率は60％台、
50％台と比較的低かったですが、傍線部Ｂは僧が「女房」に「（八幡
神に）どういうことを申し上げたのか」と尋ねているので、敬意の
対象は「申し」が八幡神、「給ふ」は養母です。7も正答率は40％台
でしたが、「に」の識別は重要な文法事項ですので、しっかりと理
解しておくことが必要です。問二は8・9とも30～40％台の正答
率でした。「誤っている」ものを選ぶという点も、勘違いのないよ
う気をつけましょう。Ａ群の8は「とぶらはれむ」の「む」は意志で
はなく婉曲、Ｂ群の9はｂの「みすれば」も二つの単語に分けられ
ます。問三は漢文の問題で、やはり正答率は50％でした。難しそ
うですが、漢文の基本的な知識があれば解ける問題です。「しかじ」
には「如かじ」「若かじ」「及かじ」が当てられる可能性があります。
①は「所以」、②「所」、③「使」、④「何如（如何とも）」、⑤「況」で、
④の「如」が該当します。問四の�「ゆゆし」には多くの意味があり
ますが、ここでは武内大明神の様子を言っているので①が正解で
す。�は最も正答率が低く10％台でしたが、⑤の「お相手」が正答
です。知っている意味だけでなく、養女の言葉をよく読んで文脈
から意味を推測することも必要となります。問六の�も正答率
50％未満でしたが、「合致しない」ものを選ぶ点に注意しましょう。
問題文中に「北に向かひて鏑矢を放ち給ふ」とあります。問七の�
の正答率が低かったのですが、養女の「科」は養母が語っている「養
父に心をひとつにし、よなよな通ひし」ことです。問八は、問題
文と照らし合わせながら、それぞれ食い違う点を見つけていきま
す。例えば①は「自らだけでなく夫の菩提をも弔ってもらうため
に」、②は「夫の菩提をひたすら弔おうと」が問題文に合いません。
問九の�は「合致しない」ものを選ぶことに注意が必要です。①は
神が「養父の方を殺すことにした」理由が間違っています。全体の
文意を正確に把握していれば、容易に解ける問題です。問十の文
学史の問題も、正答率は50％台以下と低く、とりわけ�は20％台
でした。日頃から文学史の知識も蓄えておくことが大切です。

Ｂ方式
　現代文の問題は少し長く難しく思えますが、しっかりと読んで
いけば理解しやすい内容です。全体の正答率は、問題によって
80％～90％台の高いものと、10％～20％台の低いものとに大きく
分かれました。問一の漢字問題の中では、4が20％台の正答率で
した。「外在」という言葉は耳慣れないかもしれませんが、文脈か
ら推測することも必要です。自分の問題行動を「一度単なる現象
としてとらえる」のですから、その人の「外」に置くという意味だ
と推測して漢字を考えるのです。問二・三はほとんど90％を超え
る高い正答率でした。問四では�と�が20％台の正答率でした。
�の「範例的」もなじみのない言葉ですが、前後の文脈から他の選
択肢は除外されます。「意志」について「悲劇」を題材に考える理由
だということからも推測が可能です。�は問題文の空所エの前に
「仕方なく、意志の概念を使って無理矢理に責任を押しつけてい
る」とあるので、マイナスのイメージの言葉と推測できます。問
五の�も正答率20％台でしたが、語彙の知識は日頃から身に付け
ておくことが大切です。問六の�は、正答率が10％台で最も低い
ものでしたが、問題文の引用文の後で「両項を肯定する」とあるこ
とから、④以外の選択肢は当てはまらないことが分かります。問
八の�は正答率20％台でした。ここではリヴィエの説についての
説明なので、前の二つの段落の中にそのヒントはあります。問九
は問題文全体の意味把握に関わる重要な問題ですが、正答率は
40％台・20％台と低いものでした。「一致しない」ものを選ぶ点に

国　語
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も注意が必要です。Ａ群の�では④「主体の意志の強さによって
左右される」が、Ｂ群の�では③の「人間的因果性と神的因果性が
両立しうる」が誤りです。
　古文の問題文は、ある弓の名人が狸を射た逸話から教訓を説く
もので、文章は難しいものではありませんが、正答率の低い問題
も多く見られました。問一は「いる」に当たる漢字とその活用を問
う問題です。1を除き「射る」が当たり、⑦が正答ですが、3のみ
正答率10％台でした。直前に「かね」とあるために「鋳る」を選んだ
かもしれませんが、慎重に意味を考えれば正答が導き出せるはず
です。問二の現代語訳の問題では7の正答率が30％台と低いもの
でした。「やをら」は「そっと、おもむろに」などの意、「はたらく」
は「動く」の意ですが、ここでは「動こうともしない」ので現代語訳
としては「いっこうに」といった解釈が適切です。問三の9は「い
かさまに」の意味を問う問題ですが、正答率は30％台でした。「い
かさま」からイメージする固定概念に縛られることなく、文脈か
ら意味を考えることが必要です。問五・問六も文の意味を問う問
題ですが、正答率は20％台でした。問五の�は何に「まして」なの

かを考えます。ここでの狸の悪だくみにまさる「人なんどの智」な
ので、「人の悪知恵」と考えられます。問六の�も「まつげ」が何を
意味するのか考えると、目に一番近いところにあるものであるこ
と、また「秘事」の意味を正しく理解することが必要です。問七は、
『沙石集』からの問題ですが、⑴の�の正答率が低く、20％台でし
た。烏帽子は必要ではないにもかかわらず、烏帽子までも用意し
て、という文脈です。空所の後に「も」とあることも、手がかりと
なります。問八は『今昔物語集』の文章を読んで答えるものですが、
正答率は80％～90％台と高いものでした。ただ最後の⑶の�は
50％台でした。やはり文学史の知識を蓄えておくことも忘れない
ようにしましょう。問九は漢文に関わる問題です。⑵の�は正答
率40％台でしたが「矣」はここでは断定の意味の助字です。漢文に
ついても基本的な事項は押さえておきましょう。⑷の�は、問題
文全体の解釈にも関わる重要な問題ですが、正答率は最も低い
10％台でした。筆者が何を言いたいのか、正確に全体を把握する
よう心がけましょう。
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と
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
こ
に
も
ひ
と
つ
の
矛
盾
が
含
ま
れ
て
い
る
。
政
策
決
定
を
ス
ピ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
決
定
機
構
を
集
中
化
す
る
と

ひ
ょ
う
ぼ
う

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
決
定
を
民
主
的
手
続
き
に
委
ね
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
参
加
」
を乙
標
榜
す
る
近
年
の
時
代
の
流
れ

と
逆
行
す
る
シ
ス
テ
ム
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
ゅ
ん
べ
つ

こ
れ
か
ら
の
「
国
家
統
治
」
に
必
要
な
精
神
的
態
度
は
、
こ
う
し
た
「
矛
盾
」
を
矛
盾
し
な
い
形
に
峻
別
し
、
使
い
分
け
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ

う
。
そ
の
た
め
に
は
最
近
の
日
本
を
覆
う
惨
め
な
混
乱
と
わ
れ
わ
れ
の
シ
マ
リ
の
な
さ
を
反
省
し
、
緊
張
感
を
回
復
す
る
必
要
が
あ
る
。3
福
沢
諭
吉

の
名
言
を
も
じ
る
と
、「
一
身
を
統
治
し
て
、
一
国
の
統
治
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
こ
そ
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
（
統
治
）
の
真
の
意

味
な
の
で
あ
る
。

（
猪
木
武
徳
『
自
由
と
秩
序

競
争
社
会
の
二
つ
の
顔
』
に
よ
る
）

注
1

ペ
シ
ミ
ズ
ム
／
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
＝
物
事
を
悪
い
方
へ
ば
か
り
考
え
が
ち
な
態
度
、
ま
た
は
、
そ
う
し
た
態
度
を
も
っ
て
い
る
様
子
。

注
2

オ
ル
テ
ガ
＝
オ
ル
テ
ガ
・
イ
・
ガ
セ
ッ
ト
＝
（
一
八
八
三
〜
一
九
五
五
）。
ス
ペ
イ
ン
の
哲
学
者
。

3

念
校
紙―４３ ―

4
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ド
さ
れ
る
能
力
、
あ
る
い
は
、「
統
治
さ
れ
る
能
力
」
で
あ
ろ
う
。
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
（
自
由
な
民
主
制
）
の
存
立
に
と
っ
て
不
可
欠
な

条
件
は
、
意
見
を
異
に
す
る
者
同
士
が
、

＊

す
る
知
恵
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
分
と
異
な
る
意
見
を
尊
重
し
、

そ
れ
と

＊

す
る
と
い
う
（
ⅱ
）矛

盾
に
満
ち
た
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
本
旨
は
、
も
と
も
と
自
然
に
反
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
そ
の
定
着
と
維
持
に
は
、
意
識
的
努
力
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

か
つ
て
は
独
裁
権
力
が
意
見
の
画
一
化
を
強
制
し
よ
う
と
し
た
が
、
い
ま
や
権
力
の
中
枢
に
あ
る
「
大
衆
」
が
、
同
じ
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
無
意
識

に
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。「
大
衆
は
、
大
衆
で
な
い
も
の
と
の

＊

を
望
ま
な
い
」
と甲
看
破
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
哲
学
者
注
2オ

ル
テ
ガ
は
、

「

＊

へ
の
意
志
」
を
示
す
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
、「
人
類
が
か
く
も
美
し
く
、
か
く
も
矛
盾
に
満
ち
、
か
く
も
優
雅
で
、
か
く
も

曲
芸
的
で
、
か
く
も
自
然
に
反
す
る
こ
と
に
到
着
し
た
と
い
う
こ
と
は
信
じ
が
た
い
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
た
（
オ
ル
テ
ガ
『
大
衆
の
反
逆
』）。

ひ
と
つ
の
社
会
の
も
つ
知
識
が
高
度
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
へ
の
対
応
能
力
を
高
め
る
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し2
同
時
に
進

行
す
る
知
識
の
均
質
化
が
、
社
会
の
活
力
を
奪
い
去
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
米
国
社
会
は
、
異
質
な
社
会
的
・
文
化
的
背
景
を
も
つ
も
の
を
受
け

入
れ
つ
づ
け
て
き
た
。
こ
の
歴
史
的
事
実
の
中
に
は
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
、
周
辺
の
文
化
圏
か
ら
異
質
な
力
を
吸

収
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
吸
収
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
下
で
、
国
民
の
「
統
治
さ
れ
る
能
力
」
が
鍛

え
上
げ
ら
れ
成
熟
化
す
る
過
程
で
あ
っ
た
。「
統
治
さ
れ
る
能
力
」
を
持
つ
者
の
中
か
ら
善
き
リ
ー
ダ
ー
は
選
ば
れ
る
。
誰
も
が
嘆
く
昨
今
の
日
本

の
政
治
機
能
の
不
全
と
「
リ
ー
ダ
ー
不
在
」
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
統
治
さ
れ
る
能
力
」
の
不
足
と
表
裏
一
体
を
な
す
。

こ
う
し
て
人
と
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
は
時
間
を
か
け
る
べ
き
だ
が
、
同
時
に
意
思
決
定
の
ほ
う
は
迅
速
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
主
政
治

が
、
討
論
と
合
意
に
基
礎
を
お
く
以
上
、
迅
速
な
判
断
に
適
さ
な
い
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
現
実
に
は
、
経
済
活
動
が
地
球
規
模
に
拡
大
し
、
経
済
に
関
す
る
情
報
の
流
れ
が
ま
す
ま
す
ス
ピ
ー
ド
を
増
し
、
現
場
の
情
報
を
必
要
と

し
な
い
分
野
が
格
段
に
増
え
た
。
こ
の
よ
う
な
仮
想
的
現
実
の
下
で
展
開
さ
れ
る
活
動
（
典
型
的
に
は
一
部
の
金
融
取
引
）
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を

占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
時
間
が
か
か
る
と
い
う
民
主
政
治
の
欠
陥
は
、
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
政
府
の
機
能
の
中
で
、
経
済
的

な
も
の
が
増
大
し
て
し
ま
っ
た
現
実
を
考
え
る
と
、
民
主
的
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
べ
き
問
題
と
、
緊
急
の
判
断
を
要
す
る
例
外
問
題
と
を
選
別
す
る
こ
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て
る
と
い
う
体
制
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
時
、
人
材
を
獲
得
す
る
た
め
の
最
も
ヨ
ウ
イ
な
方
法
は
、
す
で
に
評
価
の
定
ま
っ
た
も
の
だ
け
を
奪
い
合
う

と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。

他
面
、
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
は
「
古
顔
」
に
ま
か
せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
と
ド
ウｄ
キ
ョ
し
が
ち
に
な
る
。
選
抜
に
時
間
を
か

け
ず
に
、「
古
顔
」
に
ま
か
せ
て
お
く
の
が
手
っ
と
り
早
い
か
ら
だ
。
そ
の
結
果
、
組
織
の
若
返
り
が
難
し
く
な
り
、
改
革
も
進
ま
な
く
な
る
。

8

高
齢
化
が
、
若
い
次
世
代
の
人
材
育
成
を
さ
ら
に
阻
む
と
い
う
悪
循
環
が
生
ま
れ
る
。

9

日
本
は
、
組
織
の
要
職
に
就
く
人
間
が
世
界
相
場
か
ら
見
て
か
な
り
高
齢
化
し
て
い
る
国
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
例
外
も

あ
る
し
、
経
験
が
重
視
さ
れ
る
と
い
う
高
齢
化
の
良
さ
も
あ
る
。
高
齢
者
の
判
断
の
ほ
う
が
、
若
い
人
の
そ
れ
よ
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
別
に
す
れ
ば
、

よ
り
的
確
な
こ
と
が
多
い
の
は
確
か
か
も
し
れ
な
い
。

10

能
力
を
ハ
ッｅ
キ
で
き
そ
う
な
若
い
人
が
、
成
長
す
る
機
会
を
十
分
に
与
え
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
は
、
人
的
資
源
の
大
き
な
ロ
ス
に
な
ろ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
活
字
や
映
像
の
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
す
る
人
材
も
同
じ
で
あ
る
。
同
じ
人
物
が
何
度
も
現
れ
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
。
人
材
の
発
掘

や
育
成
に
コ
ス
ト
を
払
わ
ず
、
す
で
に
出
回
っ
て
い
る
も
の
を
利
用
す
る
と
い
う
姿
勢
が
こ
こ
に
も
あ
る
。

1
そ
の
最
大
の
弊
害
の
ひ
と
つ
は
、
専
門
的
知
識
が
軽
視
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
か
に
有
能
で
あ
っ
て
も
、
ひ
と
り
の
人
間
が
知
っ
て

い
る
こ
と
、
考
え
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
近
年
の
こ
う
し
た
傾
向
は
、
国
民
が
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
情
報
に
さ
ら
さ
れ
つ
づ
け

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
専
門
知
識
を
軽
視
す
る
傾
向
は
、
国
民
の
側
の
事
実
認
識
能
力
を
い
ち
じ
る
し
く
低
下
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
新

し
い
形
の
画
一
主
義
を
生
み
か
ね
な
い
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
均
質
な
情
報
だ
け
を
流
す
と
い
う
こ
と
は
、
国
民
を
多
様
な
情
報
や
専
門
的
な
考
え
方

か
ら
遮
断
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

元
来
、
意
見
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
が
本
来
持
っ
て
い
る
価
値
に
比
例
し
て
重
み
を
ハ
ッ
キ
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
繰
り
返
さ
れ
た
意
見

が
人
々
に
染
み
渡
り
、
強
い
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
ケ
ー
ス
の
ほ
う
が
む
し
ろ
多
い
。
た
だ
で
さ
え
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報
は
均
質
化
し
て
い

る
の
に
、
行
政
か
ら
の
干
渉
で
メ
デ
ィ
ア
情
報
を
規
制
す
る
と
い
う
発
想
は
ど
う
考
え
て
も
受
け
入
れ
が
た
い
。

実
は
こ
の
点
は
国
家
統
治
と
も
深
く
か
か
わ
っ
て
く
る
。
統
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
が
、
同
じ
く
重
要
な
の
は
、
リ
ー
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

20

。

世
紀
が
新
し
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
特
別
な
意
味
を
も
つ
。
人
間
が
天
文
学
的
に
時
を
計
算
し
、
暦
を
作
り
、
新
し
い
年
を
祝
い
、

「
世
紀
」
と
い
う
概
念
を
導
入
し
た
こ
と
に
は
、
社
会
制
度
的
に
重
要
な
働
き
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

人
間
の
好
み
や
意
見
は
移
ろ
い
や
す
い
。
今
日
あ
る
こ
と
を
決
断
し
て
も
、
明
日
に
は
ま
っ
た
く
別
の
こ
と
に
関
心
が
向
か
い
、
昨
日
の
決
定
を

ヨ
ウａ
イ
に
く
つ
が
え
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
個
人
差
は
あ
る
が
、
概
し
て
人
間
の
自
己
規
律
の
能
力
は
完
璧
に
は
ほ
ど
遠
い
。

6

「
自
己
統
治
」
は
難
し
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
暦
を
用
い
て
時
を
区
切
り
、
人
間
は
自
己
を
精
査
し
、
自
己
確
認
し
、
合
理
性
や
（
ⅰ
）首

尾
一
貫
性
を
め

ざ
す
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
き
た
。
時
の
循
環
性
と
「
区
切
り
」
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
厄
介
な
自
己
を
で
き
る
限
り
規

律
づ
け
よ
う
と
し
て
き
た
の
だ
。「
新
年
の
決
意
」
や
「
新
世
紀
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
」
を
ば
か
ば
か
し
い
と
笑
う
こ
と
は
、
人
間
精
神
の
弱
さ

に
対
す
る
無
理
解
か
ら
来
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
心
構
え
や
危
機
意
識
の
持
ち
方
が
、
人
間
や
国
家
の
将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
と
い
う
こ
と
を
決

し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
個
人
の
規
律
な
く
し
て
、
国
家
の
規
律
は
あ
り
え
な
い
か
ら
だ
。

こ
の
よ
う
に
理
解
し
つ
つ
、「
新
し
い
世
紀
」
の
日
本
の
姿
を
描
く
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
一
般
に
は
注
1ペ

シ
ミ
ズ
ム
が
支
配
的
で
あ
る
が
、
明

る
い
材
料
も
あ
る
。
材
料
を
生
か
す
も
殺
す
も
わ
れ
わ
れ
次
第
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
決
定
論
的
な
予
測
は
基
本
的
に
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
日
本

が
こ
れ
か
ら
活
路
を
見
出
せ
る
か
否
か
は
、
ま
さ
に
わ
れ
わ
れ
の
思
い
と
行
動
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
際
、「
こ
の
点
」
にｂ
リ
ュ
ウ
イ
し

な
け
れ
ば
注
1ペ

シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
予
想
が
そ
の
ま
ま
実
現
し
か
ね
な
い
、
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
が
い
く
つ
か
あ
る
。
い
ず
れ
も
国
家
統
治
と
「
時
間
」

あ
る
い
は
「
ス
ピ
ー
ド
」
と
い
う
点
に
関
連
し
て
い
る
。

ひ
と
つ
は
「
時
間
が
な
い
」
と
い
う
理
由
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
「
事
実
」
を
把
握
す
る
力
、
粘
り
強
く
論
争
す
る
能
力
、
良
い
も
の
を
生
み
出
す

意
欲
が
、
キ
ョ
クｃ
タ
ン
に
低
下
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

7

人
材
の
育
成
や
発
掘
に
、
一
世
代
前
ほ
ど
時
間
を
か
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
時
間
を
か
け
て
次
世
代
を
育

国
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78

入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
二

6

〜

10

（
解
答
番
号
同
じ
）
に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜



の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク

し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。

�

し
か
し

�

お
そ
ら
く

�

要
す
る
に

�

加
え
て

�

た
と
え
ば

	

ま
た
は




も
ち
ろ
ん

問
三

線
部
甲
・
乙
の
意
味
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
、
甲
が

11

、
乙
が

12

。

11

甲

看
破

�����������

�

堂
々
と
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と

�

自
分
に
は
か
な
わ
な
い
と
、
強
く
感
じ
る
こ
と

�

大
声
で

り
つ
け
、
批
判
す
る
こ
と

�

攻
撃
し
て
、
敵
や
相
手
を
う
ち
や
ぶ
る
こ
と

�

表
に
現
れ
て
い
な
い
物
事
を
見
抜
く
こ
と

12

乙

標
榜

�����������

�

目
印
と
な
る
よ
う
な
自
己
の
目
標
を
立
て
る
こ
と

�

主
義
主
張
や
自
己
の
立
場
を
、
公
然
と
示
す
こ
と

�

人
び
と
の
主
義
主
張
や
立
場
を
、
広
く
伝
え
る
こ
と

�

特
に
目
的
や
目
標
の
な
い
ま
ま
、
さ
ま
よ
う
こ
と

�

自
分
の
意
見
を
加
え
て
、
主
義
主
張
を
解
説
す
る
こ
と
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問
一

部
ａ
〜
ｅ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
、

1

〜

5

。

ａ

1

ヨ
ウ
イ

�����������

�

ダ
イ
ド
ウ
シ
ョ
ウ
イ

�

見
解
の
ソ
ウ
イ

�

ケ
ン
イ
を
振
り
か
ざ
す

�

仕
事
の
ナ
ン
イ
は
問
わ
な
い

�

フ
ヨ
ウ
イ
な
発
言

ｂ

2

リ
ュ
ウ
イ

�����������

�

発
表
を
ホ
リ
ュ
ウ
す
る

�

リ
ュ
ウ
キ
し
た
土
地

�

人
と
の
コ
ウ
リ
ュ
ウ

�

リ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
の
薬

�

リ
ュ
ウ
ト
ウ
ダ
ビ

ｃ

3

キ
ョ
ク
タ
ン

�����������

�

タ
ン
ト
ウ
し
た
案
件

�

タ
ン
テ
キ
に
説
明
す
る

�

タ
ン
ト
ウ
チ
ョ
ク
ニ
ュ
ウ

�

タ
ン
ケ
ン
タ
イ
に
よ
る
調
査

�

タ
ン
リ
ョ
ク
の
あ
る
人

ｄ

4

ド
ウ
キ
ョ

�����������

�

市
内
に
キ
ョ
ジ
ュ
ウ
す
る

�

イ
ッ
キ
ョ
リ
ョ
ウ
ト
ク

�

入
学
の
キ
ョ
カ
を
得
る

�

提
案
を
キ
ョ
ヒ
す
る

�

生
活
の
キ
ョ
テ
ン

ｅ

5

ハ
ッ
キ

�����������

�

ス
ウ
キ
な
運
命

�

ジ
ン
ト
ウ
シ
キ

�

ハ
ン
キ
を
翻
す

�

責
任
を
ホ
ウ
キ
す
る

�

ケ
ッ
キ
集
会
を
開
く
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問
七

線
部
2
「
同
時
に
進
行
す
る
知
識
の
均
質
化
が
、
社
会
の
活
力
を
奪
い
去
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
説
明
と
し

て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

17

。

�

昨
今
の
日
本
で
は
、
知
識
が
高
度
化
す
る
こ
と
で
わ
た
し
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
に
対
応
で
き
る
一
方
で
、「
大
衆
」
に
目
を
向
け
て

こ
な
か
っ
た
た
め
に
政
治
機
能
の
不
全
と
「
リ
ー
ダ
ー
不
在
」
を
招
き
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
国
民
の
「
統
治
さ
れ
る
能

力
」
が
成
熟
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。

�

昨
今
の
日
本
で
は
、
知
識
の
高
度
化
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
力
の
中
枢
に
あ
る
「
大
衆
」
が
同
じ
行
動
を
ほ
と
ん
ど
無
意

識
に
実
行
し
よ
う
と
す
る
た
め
、
異
質
な
社
会
的
・
文
化
的
背
景
を
も
つ
も
の
を
受
容
し
て
も
政
治
機
能
の
不
全
と
「
リ
ー
ダ
ー
不
在
」
は

解
消
さ
れ
ず
、
国
民
の
「
統
治
さ
れ
る
能
力
」
は
成
熟
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。

�

昨
今
の
日
本
で
は
、
知
識
の
高
度
化
に
伴
っ
て
次
世
代
に
向
け
た
人
の
育
成
と
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
時
間
を
か
け
る
と
同
時
に
、
討
論
と

合
意
に
基
づ
く
民
主
政
治
の
意
思
決
定
が
画
一
化
さ
れ
、
国
民
の
「
統
治
さ
れ
る
能
力
」
の
成
熟
化
が
果
た
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
政
治
機
能

の
不
全
と
「
リ
ー
ダ
ー
不
在
」
が
未
だ
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

�

昨
今
の
日
本
で
は
、
知
識
の
高
度
化
の
一
方
で
意
見
の
画
一
化
が
強
制
さ
れ
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
に
対
す
る
わ
た
し
た
ち
の
対

応
能
力
が
高
ま
る
こ
と
な
く
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
不
可
欠
な
政
治
機
能
の
不
全
及
び
「
リ
ー
ダ
ー
不
在
」
に
よ
っ
て
国
民
の

「
統
治
さ
れ
る
能
力
」
が
成
熟
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。

�

昨
今
の
日
本
で
は
、
知
識
の
高
度
化
と
同
時
に
多
様
な
知
識
や
情
報
に
触
れ
る
機
会
の
制
限
が
進
行
し
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
異
質
な
社

会
的
・
文
化
的
背
景
を
吸
収
せ
ず
、
政
治
機
能
の
不
全
及
び
「
リ
ー
ダ
ー
不
在
」
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
国
民
の
「
統
治
さ
れ
る
能
力
」

が
成
熟
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
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問
四

線
部
（
ⅰ
）「
首
尾
一
貫
」
と
、

線
部
（
ⅱ
）「
矛
盾
」
と
同
じ
構
成
（
組
み
立
て
）
の
熟
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中

か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、（
ⅰ
）
が

13

、（
ⅱ
）
が

14

。

（
ⅰ
）
首
尾
一
貫

13

�

喜
怒
哀
楽

�

異
口
同
音

�

主
客
転
倒

�

起
承
転
結

�

生
殺
与
奪

（
ⅱ
）
矛
盾

14

�

利
害

�

利
潤

�

利
益

�

利
他

�

利
息

問
五

線
部
1
「
そ
の
最
大
の
弊
害
の
ひ
と
つ
は
、
専
門
的
知
識
が
軽
視
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
説
明
と
し

て
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

15

。

�

次
世
代
の
人
材
を
発
掘
・
育
成
を
す
る
こ
と
な
く
、
均
質
化
さ
れ
た
情
報
が
発
信
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
が
事
実
を
把
握
す

る
能
力
が
低
下
し
、
多
様
な
情
報
や
専
門
的
な
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
。

�

時
間
が
な
い
と
い
う
理
由
で
次
世
代
の
人
材
の
育
成
を
せ
ず
に
、
す
で
に
評
価
の
定
ま
っ
て
い
る
人
材
を
登
用
し
た
結
果
、
意
見
や
情
報

が
画
一
的
な
も
の
と
な
り
、
そ
れ
ら
と
異
な
る
専
門
的
知
識
は
、
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
は
関
係
が
な
い
も
の
と
し
て
軽
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
。

�

次
世
代
の
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
せ
ず
に
、
す
で
に
評
価
の
定
ま
っ
て
い
る
人
た
ち
ば
か
り
を
重
ん
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
手
と
さ
れ

る
人
々
は
そ
う
し
た
人
た
ち
の
意
見
や
専
門
的
知
識
に
左
右
さ
れ
て
成
長
す
る
機
会
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
。

�

ひ
と
り
の
人
間
の
知
識
や
考
え
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
情
報
に
対
し
て
、
人
々
は
す
で
に
評
価
の
定
ま
っ
て
い
る

人
た
ち
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
発
信
さ
れ
る
意
見
や
情
報
に
強
く
影
響
を
受
け
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
。

�

次
世
代
の
人
材
を
発
掘
し
育
成
す
る
こ
と
な
く
、
す
で
に
評
価
の
定
ま
っ
て
い
る
人
材
を
登
用
す
る
こ
と
で
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
均
質
な

情
報
だ
け
を
流
す
よ
う
に
な
り
、
国
民
は
多
様
な
情
報
や
専
門
的
な
知
識
か
ら
遮
断
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

問
六

＊

に
入
る
言
葉
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

16

。

�

合
意

�

共
存

�

生
活

�

受
容

�

協
力
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77

入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

来
を
た
づ
ぬ
れ
ば
、
嫉
妬
の
ほ
む
ら
よ
り
お
こ
れ
り
。
か
へ
す
が
へ
す
も
あ
さ
ま
し
。
髪
を
そ
り
衣
を
染
め
て
誠
の
道
に
入
ら
ん
に
は
し
か
じ
。
懺

悔
の
た
め
と
て
養
子
の
女
房
を
呼
び
よ
せ
て
打
ち
く
ど
き
言
ひ
け
る
は
、「
わ
れ
、
一
人
の
子
を
持
た
ざ
り
し
に
よ
り
て
、
な
ん
ぢ
を
幼
少
の
時
よ

り
養
ひ
立
て
し
は
、
老
い
の
病
ひ
を
も
助
け
ら
れ
、
後
生
を
もｄ
と
ぶ
ら
は
れ
む
た
め
な
り
き
。
し
か
る
に
、
養
父
に
心
を
ひ
と
つ
に
し
、
よ
な
よ
な

し
ん
い

通
ひ
し
を
、
わ
れ
深
く
ね
た
ま
し
く
、
瞋
恚
の
思
ひ
た
へ
か
ね
て
、
八
幡
へ
参
り
て
汝
を
召
し
取
り
給
へ
と
心
肝
を
く
だ
き
て
祈
り
申
し
た
り
し
に
、

傍
ら
に
通
夜
し
た
る
僧
に
示
現
し
給
ふ
に
た
が
は
ず
、
中
柱
を
た
ち
給
ふ
。
後
生
定
め
て
救
ひ
給
ふ
ら
ん
と
う
れ
し
け
れ
ど
も
、
別
の
み
ち
の
悲
し

さ
は
、
あ
り
し
名
残
も
し
た
は
れ
、Ａ
わ
が
身
の
科
も
お
そ
ろ
し
。
つ
ら
つ
ら
罪
を
か
へ
り
み
て
、
さ
ま
を
か
へ
念
仏
申
し
て
、
亡
者
を
も
弔
ひ
、
後

生
を
もｅ
た
す
か
ら
ば
や
と
思
ふ
な
り
」
と
申
し
け
れ
ば
、
こ
の
娘
、
涙
に
む
せ
び
て
申
し
け
る
は
、「
か
や
う
に
打
ち
と
け
承
る
こ
そ
は
、
か
へ
す

が
へ
す
も
あ
り
が
た
く
候
へ
。
養
育
の
御
恩Ｃ
い
か
で
か
忘
れ
候
ふ
べ
き
。
よ
ろ
づ
は
ば
か
り
多
け
れ
ど
、
女
人
の
習
ひ
に
て
心
な
ら
ぬ
子
細
な
り
。

く
は
し
く
申
す
に
を
よ
ば
ず
。
今
は
た
だＢ
わ
が
身
の
科
を
ゆ
る
し
給
へ
。
お
な
じ
く
尼
に
な
り
て
、
か
げ
の
ご
と
く
に
し
た
が
ひ
参
ら
せ
て
、
念
仏

のｃ
御
と
ぎ
を
し
た
て
ま
つ
ら
ん
」
と
て
、
二
人
の
尼
、
誠
の
道
に
ぞ
入
り
に
け
る
。

（『
八
幡
愚
童
訓
』
に
よ
る
）

注
1

武
内
＝
武
内
大
明
神
。
石
清
水
八
幡
宮
に
、
武
内
大
明
神
を
祀
る
摂
社
・
武
内
社
が
あ
る
。

注
2

貴
船
＝
貴
船
明
神
。
石
清
水
八
幡
宮
に
、
貴
船
明
神
を
祀
る
末
社
・
貴
船
社
が
あ
る
。

か
ぶ
ら

注
3

鏑
矢
＝
野
菜
の
蕪
の
形
を
し
た
も
の
を
先
に
付
け
た
矢
。
飛
ぶ
時
に
大
き
な
音
を
立
て
る
。

注
4

臨
終
正
念
＝
臨
終
の
際
に
心
静
か
に
乱
れ
な
い
こ
と
。
極
楽
往
生
の
た
め
の
必
須
要
件
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

注
5

引
接
＝
阿
弥
陀
如
来
が
極
楽
浄
土
に
導
く
こ
と
。
な
お
、
八
幡
神
の
本
地
は
通
常
、
阿
弥
陀
如
来
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
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�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�

ま
つ

次
の
文
章
は
、
石
清
水
八
幡
宮
に
祀
ら
れ
る
八
幡
神
の
霊
験
な
ど
を
記
述
し
た
、『
八
幡
愚
童
訓
』
と
い
う
作
品
の
一
節
で
す
。
読
ん
で
、
後
の
問

い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

22

。

た
と
ひ
足
手
を
は
こ
び
身
心
を
尽
く
せ
ど
も
、
後
生
の
さ
は
り
と
な
る
べ
き
こ
と
を
ば
、
聞
こ
し
め
し
入
れ
ぬ
こ
と
な
る
ゆ
ゑ
に
、
中
ご
ろ
都
に

夫
婦
あ
り
し
が
、
一
人
の
子
な
く
し
て
女
子
一
人
や
し
な
ひ
け
る
ほ
ど
に
、
や
う
や
う
生
長
、
面
貌
もａ
な
だ
ら
か
な
り
け
れ
ば
、
養
父
こ
れ
に
心
を

か
け
し
か
ば
、
養
母
ふ
か
く
ね
た
み
て
、
当
社
に
参
り
て
、
こ
の
む
す
め
を
召
し
取
り
給
へ
と
祈
念
せ
し
ほ
ど
に
、
そ
の
夜
、
か
た
は
ら
に
臥
し
た

く
つ

る
僧
の
、
夢
に
み
る
や
う
、
御
殿
の
う
ち
よ
り
「
注
1武

内
」
と
召
す
。
武
内
と
お
ぼ
し
く
て
、ａ
ゆ
ゆ
し
き
御
け
い
き
に
て
、
御
沓
の
音
け
だ
か
く
し
て
、

し
づ
し
づ
と
あ
ゆ
ま
せ
給
ひ
て
、
正
面
に
ひ
ざ
ま
づ
き
給
へ
り
。
御
殿
よ
りＡ
被
レ

仰
て
曰
く
、「
こ
の
女
房
あ
ま
り
に
嘆
き
申
す
こ
と
あ
り
。
よ
き
や

う
に
相
は
か
る
べ
し
」
と
あ
れ
ば
、
武
内
申
さ
く
、「
こ
の
女
人
が
申
す
ご
と
く
に
か
な
へ
候
は
ば
、
そ
の
罪
ふ
か
く
し
て
地
獄
に
落
つ
べ
く
候
ふ
。

中
柱
を
た
つ
べ
く
候
ふ
」
と
て
、
西
門
の
下
に
出
で
給
ひ
て
、「
注
2貴

船
」
と
召
す
。
貴
船
と
お
ぼ
し
く
て
、
白
髪
な
る
老
翁
参
り
給
ふ
。
武
内
の
仰

し
よ
せ
ん

か
ぶ
ら
や

せ
け
る
は
、「
こ
の
女
房
が
申
す
む
ね
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
所
詮
中
柱
を
た
つ
べ
き
な
り
」
と
承
り
て
、
北
の
門
に
出
で
て
、
北
に
向
か
ひ
て注
3

鏑
矢

を
放
ち
給
ふ
。
そ
の
音
お
び
た
だ
し
く
て
聞
こ
え
け
れ
ば
、
こ
の
僧
お
ど
ろ
き
て
、
あ
せ
た
り
、
む
ね
さ
わ
ぎ
け
り
。
あ
ま
り
に
お
ぼ
つ
か
な
く
て
、

女
房
に
、「
い
か
な
る
こ
と
をＢ
申
し
給
ふ
に
や
。
か
か
る
不
思
議
の
夢
想
を
見
つ
る
な
り
」
と
語
り
け
れ
ば
、
何
と
も
言
ひ
わ
か
ず
、
や
が
て
東
の

は

門
の
方
へ
出
で
け
る
に
、
京
よ
り
使
ひ
走
り
て
、「
今
夜
殿
の
う
な
じ
に
腫
れ
も
の
に
は
か
に
出
で
さ
せ
給
ふ
。
医
師
にｂ
み
す
れ
ば
、ｂ
三
日
の
か
さ

な
り
。
今
は
療
治
も
聞
こ
え
が
た
し
と
申
し
候
ふ
な
り
」
と
告
げ
た
り
け
れ
ば
、
い
か
や
う
に
も
急
ぎ
下
向
す
べ
し
と
て
、
宿
所
に
い
た
り
て
み
れ

ば
、
夫
は
、
わ
が
命
三
日
に
つ
づ
ま
る
と
知
り
て
、
万
事
を
忘
れ
て
一
筋
に
念
仏
申
し
て
注
4臨

終
正
念
に
し
て
を
は
り
け
り
。
定
め
て
弥
陀
の
来
迎

い
ん
ぜ
ふ

注
5

引
接
に
あ
づ
か
る
ら
ん
と
お
ぼ
え
た
り
。

じ
ゆ
そ

こ
こ
に
本
妻
の
思
は
く
、
我
、
養
子
の
娘
をｃ
恨
み
て
こ
そ
召
し
取
り
給
へ
と
呪
詛
を
い
た
し
つ
る
を
、
罪
業
を
除
き
給
は
ん
と
の
御
方
便
に
て
中

柱
を
失
は
せ
給
へ
る
神
慮
、
よ
く
よ
く
案
ず
る
に
か
た
じ
け
な
く
尊
し
。
年
ご
ろ
相
つ
れ
て
浅
か
ら
ぬ
契
り
あ
る
夫
の
命
失
せ
ぬ
る
こ
と
、
そ
の
由
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問
九

線
部
3
「
福
沢
諭
吉
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
次
の
文
を
読
み
、

19

・

20

に
入
る
書
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜

	

の
な
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は

19

・

20

。

福
沢
諭
吉
（
一
八
三
五
〜
一
九
〇
一
）
は
、
明
治
維
新
期
に
封
建
的
思
想
批
判
等
を
通
し
て
当
時
の
文
明
開
化
を
推
し
進
め
た
人
物
の
一
人

で
あ
る
。
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
刊
行
し
、
実
学
を
学
ぶ
こ
と
を
奨
励
し
た
『

19

』
は
、
そ
の
初
編
か
ら
第
十
七
編
ま
で
の
発

行
部
数
が
、
あ
わ
せ
て
三
四
〇
万
部
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
は
、
西
洋
近
代
の
文
明
を
摂
取
す
る
こ
と
に

よ
る
日
本
の
独
立
の
確
立
を
主
張
し
た
『

20

』
を
刊
行
し
た
。

�

西
国
立
志
編

�

舞
姫

�

三
四
郎

�

民
約
訳
解

�

文
明
論
之
概
略

�

西
洋
事
情

�

学
問
の
す
�

め

	

経
国
美
談

（
国
語
①
問
題

お
わ
り
）
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問
八

問
題
文
の
内
容
と
最
も
一
致
す
る
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18

。

�

人
間
の
好
み
や
意
見
は
移
ろ
い
や
す
く
、
概
し
て
人
間
の
自
己
規
律
の
能
力
は
完
璧
に
は
ほ
ど
遠
い
一
方
で
、
心
構
え
や
危
機
意
識
の
持

ち
方
が
人
間
や
国
家
の
将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
、
個
人
と
し
て
の
自
己
の
規
律
な
く
し
て
国
家
の
規
律
は
あ
り
得

な
い
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、「
参
加
」
を
標
榜
す
る
近
年
の
時
代
の
流
れ
と
逆
行
し
た
「
国
家
統
治
」
の
シ
ス
テ
ム
の
模
索
が

必
要
と
な
る
。

�

次
世
代
を
育
て
る
体
制
が
失
わ
れ
知
識
や
情
報
の
均
質
化
が
進
行
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
情
報
や
専
門
的
な
考
え
方
か
ら
遮
断
さ
れ
て
い

る
日
本
に
お
い
て
、
国
民
に
は
「
統
治
」
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
「
統
治
さ
れ
る
能
力
」
の
両
方
が
重
要
と
な
る
。
し
か
し
、
政
策
決
定
を

ス
ピ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
よ
る
決
定
機
構
の
集
中
化
が
民
主
的
手
続
き
と
矛
盾
す
る
状
況
も
見
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
国
家
統

治
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
矛
盾
を
矛
盾
と
し
て
と
ら
え
ず
に
使
い
分
け
て
い
く
精
神
的
態
度
が
必
要
と
な
る
。

�

日
本
は
組
織
の
要
職
に
就
く
人
間
が
世
界
相
場
か
ら
見
て
か
な
り
高
齢
化
し
て
い
る
国
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
お
り
、
若
い
人
が
成
長
す
る

機
会
を
充
分
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、「
新
し
い
世
紀
」
の
日
本
に
と
っ
て
、
時
間
を
か
け
た
人
材
の
育
成
発
掘
に
力
を
注
ぐ

こ
と
に
よ
っ
て
国
民
の
「
統
治
さ
れ
る
能
力
」
を
成
熟
化
さ
せ
、「
統
治
さ
れ
る
能
力
」
を
持
つ
者
の
中
か
ら
善
き
リ
ー
ダ
ー
が
選
ば
れ
る

体
制
を
築
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

�

「
国
家
統
治
」
と
「
時
間
」
あ
る
い
は
「
ス
ピ
ー
ド
」
の
視
点
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
な
か
、
民
主
政
治
に
お
い
て
時
間
が
か
か
る
と
い
う

欠
陥
は
日
本
で
一
層
深
刻
と
な
っ
て
お
り
、
民
主
的
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
べ
き
問
題
と
緊
急
の
判
断
を
要
す
る
例
外
問
題
と
を
選
別
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
民
主
的
手
続
き
を
経
な
い
決
定
機
構
の
集
中
化
も
招
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
今
後
は
国
民
の
リ
ー
ド
さ
れ

る
能
力
な
い
し
「
統
治
さ
れ
る
能
力
」
を
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
存
立
の
条
件
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

�

今
日
、
地
球
規
模
的
な
経
済
活
動
が
拡
大
し
、
経
済
に
関
す
る
情
報
の
ス
ピ
ー
ド
化
が
加
速
化
し
て
い
る
た
め
、
個
人
と
し
て
の
自
己
の

規
律
な
く
し
て
国
家
の
規
律
は
あ
り
得
な
い
と
す
る
精
神
的
態
度
を
心
が
け
る
こ
と
が
国
家
統
治
に
と
っ
て
重
要
と
な
る
。
ま
た
、
今
日
の

日
本
は
、
専
門
知
識
の
軽
視
が
国
民
の
事
実
認
識
能
力
を
い
ち
じ
る
し
く
低
下
さ
せ
、
新
し
い
形
の
画
一
主
義
を
生
み
か
ね
な
い
状
況
に
あ

る
の
で
、
今
後
は
周
辺
の
文
化
圏
か
ら
異
質
な
力
を
吸
収
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
。
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76

入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�

�
�

問
二

線
部
ａ
「
な
だ
ら
か
な
り
け
れ
ば
」、
ｂ
「
み
す
れ
ば
」、
ｃ
「
恨
み
て
こ
そ
」、
ｄ
「
と
ぶ
ら
は
れ
む
」、
ｅ
「
た
す
か
ら
ば
や
」
に
つ

い
て
説
明
し
た
、
次
の
Ａ
群
お
よ
び
Ｂ
群
の
�

〜
�

の
中
か
ら
、
誤
っ
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

8

・

9

。

8

Ａ
群

�

ａ
の
中
の
「
け
れ
」
は
、
伝
聞
過
去
（
間
接
過
去
）
の
意
の
助
動
詞
で
あ
る
。

�

ｂ
は
、「（
医
師
に
）
見
せ
る
と
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

�

ｃ
の
末
尾
の
係
助
詞
「
こ
そ
」
の
結
び
は
、
消
滅
し
て
い
る
。

�

ｄ
の
末
尾
の
「
む
」
は
、
意
志
の
意
の
助
動
詞
で
あ
る
。

�

ｅ
の
末
尾
の
「
ば
や
」
は
、
願
望
の
意
の
終
助
詞
で
あ
る
。

9

Ｂ
群

�

ａ
〜
ｅ
い
ず
れ
も
、
一
つ
の
文
節
か
ら
成
っ
て
い
る
。

�

ａ
〜
ｅ
の
う
ち
ｅ
だ
け
が
、
二
つ
の
単
語
に
分
け
ら
れ
る
。

�

ａ
〜
ｅ
い
ず
れ
に
も
、
一
つ
ず
つ
用
言
が
含
ま
れ
て
い
る
。

�

ａ
の
末
尾
の
「
ば
」
と
ｂ
の
末
尾
の
「
ば
」
は
と
も
に
接
続
助
詞
だ
が
、
そ
の
意
味
は
異
な
る
。

�

活
用
語
の
未
然
形
が
、
ｄ
に
は
二
つ
、
ｅ
に
は
一
つ
、
含
ま
れ
て
い
る
。

問
三

線
部
「
し
か
じ
」
の
「
し
」
に
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
同
じ
漢
字
が

に
入
る
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

10

。

ノ

ハ

シ
ム

ノ
ゆ

え

ん

ノ

ブ
ル

ヲ

ン
ズ
レ
バ

チ

シ

ヲ

お
く
ル
レ
バ

チ

セ
ラ
ル

ニ

�

不
仁
者
楽
下

其
所
二

亡
一

者
上

。

�

先

則
制
レ

人
、
後

則
制
二

人
一

。

メ
バ

ヲ
シ
テ

ラ

リ

ラ

ラ
ン

サ

ミ
ヲ

テ

ほ
こ
ヲ

と
ほ
セ
バ

た
て
ヲ

い
か
ん

�

二

民

衣
食
有
�

余
、
自
不
レ

為
レ

盗
。

�

以
二

子
之
矛
一

、
陥
二

子
之
盾
一

、
何

。

ス
ラ

ツ

フ

ヲ

ン
ヤ

ケ
ル

ヲ

�

死
馬
且
買
レ

之
、

生
者
乎
。
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問
一

線
部
Ａ
「
被
レ

仰
て
」、
Ｂ
「
申
し
給
ふ
に
や
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
次
の
文
章
の

1

〜

7

（
解
答
番
号
同
じ
）
に
入

る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
�

〜
�

あ
る
い
は
�

〜
�

、
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

Ａ
は
、
尊
敬
の
意
の
助
動
詞
を
含
ん
だ
形
で
、「

1

」（
歴
史
的
仮
名
遣
い
）
と
読
む
。
Ｂ
の
「
申
し
」
も
「
給
ふ
」
も
、

2

の
敬
意
を
示
す
敬
語
で
、「
申
し
」
は

3

に
対
す
る
敬
意
を
示
す

4

、「
給
ふ
」
は

5

に
対
す
る
敬

意
を
示
す

6

で
あ
る
。
Ｂ
の
「
に
」
は

7

、「
や
」
は
疑
問
の
意
の
係
助
詞
で
あ
る
。

1

�

お
お
せ
て

�

お
お
せ
さ
せ
て

�

お
お
せ
ら
れ
て

�

お
ほ
せ
て

�

お
ほ
せ
さ
せ
て

�

お
ほ
せ
ら
れ
て

2

�

作
者

�

読
者

�

八
幡
神

�

僧

�

養
父

�

養
母

�

養
子
の
女
房

3

�

作
者

�

読
者

�

八
幡
神

�

僧

�

養
父

�

養
母

�

養
子
の
女
房

4

�

尊
敬
語

�

謙
譲
語

�

丁
寧
語

5

�

作
者

�

読
者

�

八
幡
神

�

僧

�

養
父

�

養
母

�

養
子
の
女
房

6

�

尊
敬
語

�

謙
譲
語

�

丁
寧
語

7

�

格
助
詞

�

接
続
助
詞

�

完
了
の
意
の
助
動
詞

�

強
意
の
意
の
助
動
詞

�

断
定
の
意
の
助
動
詞

�

伝
聞
の
意
の
助
動
詞

3
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�
�

問
六

線
部
「
夢
に
み
る
や
う
」
の
「
夢
」
の
内
容
と
合
致
し
な
い
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

15

。

�

八
幡
神
が
養
母
の
祈
り
を
聞
き
入
れ
て
、
善
処
す
る
よ
う
武
内
大
明
神
に
命
じ
た
。

�

直
接
的
に
は
武
内
大
明
神
の
配
慮
に
よ
っ
て
、
養
父
の
方
を
殺
す
こ
と
に
な
っ
た
。

�

武
内
大
明
神
が
、
養
父
の
住
ん
で
い
る
京
の
方
に
向
か
っ
て
鏑
矢
を
放
っ
た
。

�

石
清
水
八
幡
宮
か
ら
放
た
れ
た
鏑
矢
が
、
大
変
大
き
な
音
を
立
て
て
飛
ん
で
い
っ
た
。

�

八
幡
神
さ
ら
に
は
武
内
大
明
神
よ
り
も
下
位
の
神
と
し
て
貴
船
明
神
が
現
れ
た
。

問
七

線
部
Ａ
と
Ｂ
の
「
わ
が
身
の
科
」
は
、
ど
う
い
う
行
為
が
も
た
ら
し
た
「
科
」
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

�

〜
	

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は
、
Ａ
が

16

、
Ｂ
が

17

。

�

神
を
惑
わ
し
た
こ
と

�

神
を
煩
わ
し
た
こ
と

�

念
仏
を
怠
っ
て
い
た
こ
と

�

人
を
殺
し
た
こ
と

�

人
を
愛
し
過
ぎ
た
こ
と

�

密
通
し
た
こ
と

�

深
く
嫉
妬
し
た
こ
と

	

不
孝
で
あ
っ
た
こ
と
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問
四

線
部
ａ
「
ゆ
ゆ
し
き
御
け
い
き
」、
ｂ
「
三
日
の
か
さ
」、
ｃ
「
御
と
ぎ
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

11

〜

13

。

11

ａ
「
ゆ
ゆ
し
き
御
け
い
き
」

�

神
聖
で
お
そ
れ
お
お
い
御
様
子

�

ひ
ど
く
恐
ろ
し
げ
な
御
気
性

�

不
吉
で
忌
ま
わ
し
い
御
気
配

�

す
ば
ら
し
く
立
派
な
御
相
貌

�

威
厳
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
御
有
様

12

ｂ
「
三
日
の
か
さ
」

�

三
日
で
治
る
で
き
も
の

�

三
日
間
治
療
し
て
も
治
ら
な
い
で
き
も
の

�

寿
命
が
三
日
縮
ま
る
で
き
も
の

�

三
日
で
死
ぬ
で
き
も
の

�

三
日
後
の
極
楽
往
生
を
予
兆
す
る
で
き
も
の

13

ｃ
「
御
と
ぎ
」

�

お
話

�

お
勧
め

�

お
勤
め

�

お
導
き

�

お
相
手

問
五

線
部
Ｃ
「
い
か
で
か
忘
れ
候
ふ
べ
き
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し

な
さ
い
。
解
答
番
号
は

14

。

�

ど
う
し
て
忘
れ
て
い
い
で
し
ょ
う
か
、
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

�

ど
う
し
て
忘
れ
ま
し
ょ
う
か
、
忘
れ
ま
せ
ん
。

�

ど
う
し
て
お
忘
れ
し
よ
う
か
、
お
忘
れ
し
ま
せ
ん
。

�

ど
う
し
て
お
忘
れ
に
な
ろ
う
か
、
お
忘
れ
に
な
り
ま
せ
ん
。

�

ど
う
し
て
忘
れ
て
い
よ
う
か
、
忘
れ
て
は
い
な
い
。
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
十

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
（
1
）
〜
（
3
）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

①
一
二
五
四
年
に②
橘
成
季
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た③
歌
物
語
集
『
古
今
著
聞
集
』
に
は
、
母
に
連
れ
ら
れ
て
石
清
水
八
幡
宮
に
参
籠
し
た
十
七
、

八
歳
の
娘
が
詠
ん
だ
和
歌
、

※
身
の
憂
さ
を
な
か
な
か
何
と
石
清
水
お
も
ふ
心
は
く
み
て
知
る
ら
む

が
出
て
く
る
。
ま
た
、④
十
四
世
紀
に
成
立
し
た
『
徒
然
草
』
に
は
、⑤
仁
和
寺
の
法
師
が
石
清
水
八
幡
宮
に
参
詣
し
た
も
の
の
、
付
属
の
極
楽
寺

こ
う
ら

や
高
良
神
社
だ
け
を
拝
し
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
話
が
見
え
る
。

（
1
）

線
部
�

〜
�

の
中
か
ら
誤
っ
て
い
る
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

（
2
）
和
歌
※
に
含
ま
れ
る
修
辞
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

21

。

�

序
詞
と
掛
詞

�

序
詞
と
縁
語

�

掛
詞
と
縁
語

�

枕
詞
と
掛
詞

�

枕
詞
と
縁
語

（
3
）
『
徒
然
草
』
と
同
じ
く
随
筆
に
分
類
さ
れ
る
『
方
丈
記
』
に
つ
い
て
述
べ
た
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
、
誤
っ
て
い
る
も
の
を
一
つ

選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

�

作
者
は
、
下
鴨
神
社
の
神
官
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
鴨
長
明
で
あ
る
。

�

『
新
古
今
和
歌
集
』
が
成
立
し
た
の
と
同
じ
十
三
世
紀
前
半
に
執
筆
さ
れ
た
。

�

『
枕
草
子
』
や
『
徒
然
草
』
と
同
じ
く
百
以
上
の
章
段
か
ら
成
っ
て
い
る
。

�

仏
教
的
無
常
観
を
基
調
と
し
た
、
中
世
隠
者
文
学
の
代
表
作
で
も
あ
る
。

�

同
じ
作
者
に
よ
る
作
品
と
し
て
、『
無
名
抄
』
や
『
発
心
集
』
が
知
ら
れ
る
。

（
国
語
②
問
題

お
わ
り
）
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問
九

問
題
文
の
内
容
と
合
致
し
な
い
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

19

。

�

養
母
の
願
い
通
り
養
女
を
殺
し
た
の
で
は
、
後
生
を
弔
う
者
が
い
な
く
な
っ
て
養
母
が
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
神
は
養
父
の

方
を
殺
す
こ
と
に
し
た
。

�

養
女
よ
り
も
、
養
女
に
恋
情
を
抱
い
た
養
父
の
方
が
そ
も
そ
も
悪
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
で
神
は
養
女
で
な
く
養
父
の
方
を
殺
し
た
、
と
い

う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

�

養
母
の
心
を
砕
い
て
の
必
死
の
祈
願
の
通
り
に
、
神
が
処
断
し
な
か
っ
た
の
は
、
そ
う
し
て
し
ま
っ
て
は
養
母
の
後
生
に
支
障
が
生
じ
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

�

神
は
養
母
の
願
い
を
そ
の
ま
ま
聞
き
届
け
ず
に
養
父
の
方
を
殺
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
養
父
も
最
終
的
に
は
、
極
楽
往
生
を
遂
げ
た
ら
し

く
、
後
生
を
救
わ
れ
て
い
る
。

�

養
母
に
よ
っ
て
呪
詛
さ
れ
な
が
ら
も
、
神
に
殺
さ
れ
る
こ
と
な
く
済
ん
だ
養
女
も
、
養
母
と
の
間
に
し
こ
り
を
残
す
こ
と
な
く
、
養
母
と

共
に
出
家
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

3

念
校
紙―２９ ―

8

国語②2022 Ａ方式

２２０９０１Ｊ２ Page 8 2021.10.20 17.31.38

２２０９０１Ｊ２_8

問
八

後
半
の
段
落
に
お
け
る
養
母
の
心
情
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

18

。

�

自
業
自
得
と
は
い
え
神
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
契
り
浅
か
ら
ぬ
夫
を
哀
れ
と
思
い
、
自
ら
だ
け
で
な
く
夫
の
菩
提
を
も
弔
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
呪
詛
し
取
り
殺
そ
う
と
し
た
こ
と
を
養
女
に
告
白
し
懺
悔
し
た
う
え
で
、
出
家
し
よ
う
と
決
意
を
固
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。

�

深
い
罪
業
の
た
め
に
地
獄
に
堕
ち
よ
う
と
し
て
い
た
自
ら
を
神
が
救
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
、
そ
の
結
果
と
し

て
思
い
が
け
ず
命
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
夫
の
菩
提
を
ひ
た
す
ら
弔
お
う
と
、
仏
道
に
入
る
こ
と
を
強
く
決
意
し
て
い
る
。

�

自
ら
の
誠
に
愚
か
な
祈
願
に
も
配
慮
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
神
に
対
し
て
は
敬
意
を
払
い
、
そ
の
祈
願
が
も
と
で
唐
突
に
死
ん
で
し
ま
っ
た

夫
に
対
し
て
は
い
く
ら
か
思
慕
の
念
を
抱
き
つ
つ
、
養
女
の
行
く
末
が
強
く
案
じ
ら
れ
て
、
共
に
仏
道
に
入
ろ
う
と
決
意
し
た
。

�

い
く
ら
自
ら
の
後
生
を
救
う
た
め
と
は
い
え
、
自
ら
の
願
い
と
は
違
っ
て
長
年
連
れ
添
っ
た
夫
の
方
を
殺
し
た
神
に
対
し
て
、
い
く
ら
か

疑
問
に
感
じ
つ
つ
も
、
自
ら
を
振
り
返
り
、
そ
の
罪
業
の
深
さ
を
改
め
て
思
い
知
っ
て
、
出
家
を
決
意
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

�

自
ら
の
後
生
を
救
う
た
め
に
、
自
ら
祈
願
し
た
の
と
は
違
っ
て
夫
の
方
を
殺
し
た
神
の
配
慮
に
感
謝
し
つ
つ
も
、
夫
と
死
別
し
た
こ
と
を

悲
し
く
思
い
、
そ
の
原
因
と
な
っ
た
自
ら
の
罪
深
さ
を
思
い
返
し
て
、
仏
道
に
入
る
こ
と
を
固
く
決
意
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
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74

入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

で
す
。

最
初
に
言
及
さ
れ
る
の
は
、
ブ
ル
ー
ノ
・
ス
ネ
ル
と
い
う
ド
イ
ツ
人
の
学
者
で
す
。
こ
の
人
は
僕
の
『
中
動
態
の
世
界
』
で
も
引
い
た
人
で
、

『
精
神
の
発
見

ギ
リ
シ
ア
人
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
思
考
の
発
生
に
関
す
る
研
究
』
と
い
う
非
常
に
お
も
し
ろ
い
本
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ

の
な
か
で
ス
ネ
ル
は
は
っ
き
り
と
、
ギ
リ
シ
ア
に
は
意
志
の
概
念
を
表
す
言
葉
す
ら
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
こ
か
ス
ネ
ル
に
は
意
志
の
概
念
を
欲
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
な
の
で
す
。
断
固
た
る
決
断
と
い
う
心
中
の
出
来
事
こ
そ
が
人
間
のは

い

行
動
の
本
質
を
な
す
と
い
う
考
え
が
、
注
1ア

イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
の
な
か
に
は
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
意
志
に
連
な
る
考
え
方
が
す
で
に
古
代
ギ
リ
シ
ア
に甲
胚

た
い胎

し
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
│
│
ス
ネ
ル
は
そ
の
よ
う
に
述
べ
る
に
至
る
か
ら
で
す
。

ヴ
ェ
ル
ナ
ン
は
そ
こ
で
、
ア
ン
ド
レ
・
リ
ヴ
ィ
エ
に
よ
る
ス
ネ
ル
批
判
を
紹
介
し
ま
す
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
は
リ
ヴ
ィ
エ
の
こ
ん
な
言
葉
を
引
い
て
い

ま
す
。「
ス
ネ
ル
は
作
品
内
で
働
く
超
人
間
的
な
力
、
ア
ナ
ン
ケ
ー
を
ぼ
か
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
力
こ
そ
が
悲
劇
を
悲
劇

た
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
」。
悲
劇
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
に
重
要
な
の
は
、
人
間
が
断
固
た
る
決
意
で
何
か
を
や
ろ
う
と
し
て
も
神
的
な
運
命
に

よ
っ
て
ホ
ンｂ
ロ
ウ
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
抜
き
に
し
て
悲
劇
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
悲

劇
の
な
か
に
、
断
固
た
る
決
意
に
よ
っ
て
行
動
を
生
み
出
す
人
間
の
モ
デ
ル
が
あ
る
と
す
る
ス
ネ
ル
の
解
釈
は
不
十
分
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

リ
ヴ
ィ
エ
に
よ
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
に
お
い
て
登
場
人
物
は
た
し
か
に乙
葛
藤
の
末
に
選
択
を
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
も
と
も
と
ひ
と
つ
し
か

な
い
道
を
選
ん
で
い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
の
は
「
選
択
な
き
決
断
」
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
は
そ
の
責
任
を
取
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。

11

ギ
リ
シ
ア
人
に
と
っ
て
の
責
任
と
は
「
自
ら
の
意
図
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
責
任
」
だ
と
リ
ヴ
ィ
エ
は
言
い
ま
す
。
こ
れ
こ

そ
が
ギ
リ
シ
ア
的
な
行
為
と
行
為
者
の
関
係
な
の
だ
、
と
。

ヴ
ェ
ル
ナ
ン
は
、
し
か
し
、
リ
ヴ
ィ
エ
の
説
に
も
満
足
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

12

、
リ
ヴ
ィ
エ
も
ま
た
、
ど
こ
か
「
自
立
し
た
人
間
」
の

像
を
救
い
出
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
か
ら
で
す
。
リ
ヴ
ィ
エ
も
ま
た
、
ス
ネ
ル
と
同
様
に
、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
を
読
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
結
局
そ
こ
に2
近
代
的
な
自
立
し
た
人
間
像
を
見
て
取
ろ
う
と
し
て
は
い
な
い
か
と
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
は
指
摘
す
る
の
で
す
。

13

、
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
は
ど
う
考
え
る
の
か
。
彼
は
あ
る
意
味
で
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
定
式
を
提
示
し
て
い
ま
す
。
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

24

。

さ
き
ほ
ど
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
は
意
志
の
概
念
が
な
か
っ
た
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
刑
事
罰
の
よ
う
な
も
の
を
ど
う
や
っ
て
下

し
て
い
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
出
て
き
ま
す
。
ギ
リ
シ
ア
に
も
故
意
に
行
っ
た
こ
と
と
そ
う
で
は
な
い
こ
と
の
区
別
は
は
っ
き
り
と
あ
り
ま
し
た
。

故
意
に
や
っ
た
こ
と
を
「κ ώ

ν

（
ヘ
コ
ー
ン
）」
と
い
い
、
故
意
で
は
な
く
行
っ
た
こ
と
を
「’́ακω

ν

（
ア
コ
ー
ン
）」
と
い
い
ま
す
。

つ
ま
り
意
志
の
概
念
は
な
く
て
も
、
た
と
え
ば
殺
人
とａ
カ
シ
ツ
致
死
と
を
区
別
す
る
概
念
装
置
は
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

9

、
意
志
の
概

念
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
ヘ
コ
ー
ン
は
「
意
志
的
」
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ギ
リ
シ
ア
学
者
の
ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ナ

ン
は
「
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
に
お
け
る
意
志
に
つ
い
て
の
試
論
（“E

bau
ch

es
de

la
volon

té
dan

s
la

tragédie
grecqu

e”

）」
と
い
う
論
文
の
な
か

で
、
ヘ
コ
ー
ン
を
フ
ラ
ン
ス
語
の
「volon

tairem
en

t

」（
英
語
の
「w

illin
gly

」）
に
翻
訳
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、ⅰ
貪
欲
さ
や
快
楽
の
魅
力
に
負
け
て
や
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
も
「
ヘ
コ
ー
ン
」
で
す
。

10

大
変
興
味
深
い
こ
と
に
、
動
物
の

振
る
舞
い
も
ヘ
コ
ー
ン
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ヘ
コ
ー
ン
と
「
意
志
的
」
が
重
な
ら
な
い
こ
と
が
よ
く
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
行
為
と
行
為
者
の
関
係
が
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
常
に
意
志
を
通
じ
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
現
代
と
は
違
う
形
で
存
在

し
て
い
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
ま
す
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
は
上
記
の
論
文
で
、
悲
劇
を
題
材
に
こ
の
問
題
を
考
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。

意
志
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
悲
劇
と
い
う
の
は
非
常
に

ア

的
で
す
。
悲
劇
で
は
、
主
人
公
が
何
ら
か
の
運
命
に
巻
き
込
ま
れ
、
自
分

の
思
う
と
お
り
に
行
為
で
き
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
い
け
ど
、
こ
う
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
、
や
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
思
わ
ぬ
効
果
を
持
っ
て
し
ま

う
。
悲
劇
と
は
行
為
と
行
為
者
の
関
係
が
鋭
く
問
わ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
わ
け
で
す
。

ヴ
ェ
ル
ナ
ン
は
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
に
お
け
る
行
為
と
行
為
者
の
関
係
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
説
を
検
討
し
な
が
ら
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
ギ
リ
シ
ア
に
は
意
志
の
概
念
は
な
い
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、
と
り
あ
げ
ら
れ
る
研
究
者
た
ち
も
み
な
そ
れ
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

み
い
だ

し
か
し
、
悲
劇
に
お
け
る
行
為
と
行
為
者
の
関
係
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、1
彼
ら
の
あ
い
だ
に
は
決
定
的
に
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
見
出
さ
れ
る
の
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し
か
し
、

Ａ

。

注
5コ

ロ
ス

：

お
お
、
恐
ろ
し
い
こ
と
を
な
さ
れ
た
お
人
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
お
目
を
損
な
わ
れ
た
。
い
か
な
る
神
が
そ
そ
の
か
し

た
。

め

オ
イ
デ
ィ
プ
ス：

ア
ポ
ロ
ン
だ
、
友
よ
、
ア
ポ
ロ
ン
だ
、
こ
の
、
お
れ
の
に
が
い
に
が
い
苦
し
み
を
成
就
さ
せ
た
の
は
。
だ
が
眼
を
え
ぐ
っ

た
の
は
、
誰
で
も
な
い
、
不
幸
な
こ
の
お
れ
の
手
だ
。
な
に
と
て
眼
明
き
で
あ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
、
眼
が
見
え
た
と
て
何

一
つ
楽
し
い
も
の
が
見
え
ぬ
お
れ
に
。

（「
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
」、『
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
Ⅱ

ソ
ポ
ク
レ
ス
』）

自
分
は
た
し
か
に
事
を
為
し
た
。
し
か
し
、
た
し
か
に
そ
れ
を
強
い
る
力
が
働
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
自
分
は
そ
れ
を
強
い
ら
れ
た
の
だ
。
だ
が
、

た
し
か
に
自
分
は
事
を
為
し
た
の
で
あ
る
。
私
は
加
害
者
で
あ
る
が
被
害
者
で
あ
り
、
被
害
者
で
あ
る
が
加
害
者
で
あ
る
。
こ
れ
が
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー

の
両
項
を
肯
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
被
害
者
／
加
害
者
と
い
う
の
は
僕
が
持
っ
て
き
た
言
葉
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
の
指
摘
は
そ
の
よ
う
に
言
い
換
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
言
い
換
え
る
こ
と
で
行
為
者
と
行
為
の
関
係
、
そ
し
て
責
任

に
つ
い
て
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

僕
は
実
は
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
の
論
文
を
読
ん
だ
と
き
に
、『
プ
リ
ズ
ン
・
サ
ー
ク
ル
』
と
い
う
映
画
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
か
つ
て
の

厳
罰
主
義
と
は
違
う
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
刑
務
所
を
取
材
し
て
撮
ら
れ
た
映
画
で
す
。
そ
こ
で
は
受
刑
者
同
士
の
対
話
を
ベ
ー

ス
に
犯
罪
の
「
原
因
」
を
探
り
な
が
ら
、
そ
のｃ
コ
ウ
セ
イ
を
目
指
す
「T

C

（T
h

erapeu
tic

C
om

m
u

n
ity

＝
回
復
共
同
体
）」
と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
刑
者
た
ち
は
自
分
た
ち
が
犯
罪
を
起
こ
す
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
い
わ
ば
神

的
因
果
性
の
被
害
者
と
し
て
の
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
、
最
終
的
に
、
人
間
的
因
果
性
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
た
加
害
者
と
し
て
の

自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
こ
に
は
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
が
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
に
見
て
い
た
、
神
的
因
果
性
と
人
間
的
因
果
性
の
同
時
肯
定
が
見

出
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
。

ま
た
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
当
事
者
研
究
に
も
同
じ
思
想
を
見
出
せ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
当
事
者
研
究
に
注
目
し
研
究
を
続
け
て
い
る
熊
谷
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人
間
的
因
果
性
と
神
的
因
果
性
は
悲
劇
作
品
の
中
で
混
じ
り
合
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
混
同
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

（「
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
に
お
け
る
意
志
に
つ
い
て
の
試
論
」）

僕
は
こ
の
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
の
考
え
方
に
強
く
心
打
た
れ
ま
し
た
。
単
に
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
解
釈
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
非
常
に
広
い
射
程
を
持
っ
た
考

え
方
が
こ
こ
に
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
詳
し
く
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

神
的
因
果
性
と
は
あ
る
種
の
運
命
の
こ
と
で
す
。
人
は
運
命
に
巻
き
込
ま
れ
て
行
為
さ
せ
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
、
み
ず
か
ら
の
行
為
が
思
っ
て
も

い
な
か
っ
た
効
果
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
神
的
因
果
性
に
お
い
て
は
人
は
運
命
の
被
害
者
で
す
。
他
方
、
人
間
的
因
果
性
と
は
そ
の
行

な

為
を
そ
の
人
間
が
為
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
人
間
的
因
果
性
に
お
い
て
は
、
人
は
あ
る
決
定
的
な
何
か
を
も
た
ら
し
た
加
害
者
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ヴ
ェ
ル
ナ
ン
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
悲
劇
に
お
け
る
登
場
人
物
た
ち
に
は
加
害
者
で
あ
る
側
面
と
被
害
者
で
あ
る
側
面
が
混
ざ
り
あ
っ
て
い
る
け

れ
ど
も
、
そ
れ
ら
は
決
し
て
混
同
さ
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
両
方
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
言
で
い
え
ば
、
人
は
加
害
者
で
あ
る
が

被
害
者
で
あ
り
、
被
害
者
で
あ
る
が
加
害
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
注
2カ

ン
ト
的
に
い
え
ば
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
（
二
律ⅱ
背
反
）
で
あ
り
、
ア
ン
チ
ノ

ミ
ー
を
構
成
す
る
正
反
対
の
命
題
が
両
方
と
も
肯
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

近
代
的
な
考
え
方
は
両
者
を
肯
定
す
る
と
い
う
考
え
を
認
め
な
い
と
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
は
言
い
ま
す
。
神
的
因
果
性
を
認
め
る
こ
と
は
そ
の
人
を
免
罪

し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
り
、
人
間
的
因
果
性
に
注
目
す
る
こ
と
は
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
ア
ナ
ン
ケ
ー
と
呼
ば
れ
る
運
命
の
力
を
無
視
す
る
こ
と
だ
と

考
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
に
よ
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
は
不
思
議
な
こ
と
に
そ
の
両
方
を
肯
定
す
る
の
で
す
。
そ
れ
は
た
し
か

に
な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
は
そ
れ
ゆ
え
に
、
リ
ヴ
ィ
エ
は
ア
ナ
ン
ケ
ー
の
ほ
う
ば
か
り
を
強
調
し
、
ス
ネ
ル

は
人
間
的
因
果
性
の
ほ
う
ば
か
り
を
強
調
し
た
。
し
か
し
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
は
、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
強
さ
は
そ
の
両
方
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と

言
っ
た
わ
け
で
す
。

せ
り
ふ

ヴ
ェ
ル
ナ
ン
は
注
3ソ

フ
ォ
ク
レ
ス
の
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
」
に
お
け
る
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
台
詞
を
一
例
と
し
て
引
い
て
い
ま
す
。
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
は

め
と

注
4ダ

イ
モ
ー
ン
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
不
幸
（
父
を
殺
し
、
母
を
娶
る
）
と
自
分
が
引
き
起
こ
し
た
不
幸
（
目
を
潰
す
）
と
を
同
時
に
語
り
ま
す
。
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73

入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

ｄ

4

ガ
イ
ザ
イ

�����������

�

世
界
の
情
勢
を
ガ
イ
カ
ン
す
る
。

�

ガ
イ
ト
ウ
す
る
箇
所
に
丸
を
つ
け
る
。

�

ガ
イ
ゼ
ン
性
の
乏
し
い
推
測
。

�

ガ
イ
イ
を
抱
く
。

�

ゾ
ン
ガ
イ
な
好
成
績
を
取
る
。

ｅ

5

ケ
ッ
カ
ン

�����������

�

カ
ン
ブ
に
薬
を
塗
る
。

�

道
路
が
カ
ン
ラ
ク
す
る
。

�

イ
カ
ン
の
意
を
表
す
。

�

カ
ン
ニ
ン
袋
の
緒
が
切
れ
る
。

�

雨
が
カ
ン
ケ
ツ
的
に
降
る
。

問
二

線
部
ⅰ
〜
ⅲ
の
漢
字
の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ

い
。
解
答
番
号
は

6

〜

8

。

6

ⅰ

貪
欲
〔

�

が
ん
よ
く

�

ど
ん
よ
く

�

ぞ
ん
よ
く

�

び
ん
よ
く

�

ぼ
ん
よ
く

〕

7

ⅱ

背
反
〔

�

あ
い
は
ん

�

せ
は
ん

�

は
い
は
ん

�

せ
い
は
ん

�

そ
う
は
ん

〕

8

ⅲ


責
〔

�

ま
っ
せ
き

�

か
っ
せ
き

�

ひ
っ
せ
き

�

し
っ
せ
き

�

け
っ
せ
き

〕

問
三

9

〜

13

（
解
答
番
号
同
じ
）
に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜



の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク

し
な
さ
い
。（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
。）

�

で
は

�

反
面

�

だ
か
ら

�

ま
た

�

第
一
に

	

と
い
う
の
も




た
だ
し
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問
一

線
部
ａ
〜
ｅ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

5

。

ａ

1

カ
シ
ツ

�����������

�

事
件
の
カ
チ
ュ
ウ
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

�

カ
フ
ク
は
あ
ざ
な
え
る
縄
の
ご
と
し
。

�

カ
ヒ
の
決
を
取
る
。

�

カ
ブ
ン
な
お
ほ
め
の
言
葉
を
賜
る
。

�

風
光
ゼ
ッ
カ
。

ｂ

2

ホ
ン
ロ
ウ

�����������

は

さ
ん

�

一
族
ロ
ウ
ト
ウ
を
挙
げ
て
馳
せ
参
じ
る
。

�

ご
ソ
ク
ロ
ウ
を
か
け
る
。

�

人
を
グ
ロ
ウ
す
る
。

�

イ
ロ
ウ
の
な
い
よ
う
に
記
入
す
る
。

�

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
テ
ン
ロ
ウ
。

ｃ

3

コ
ウ
セ
イ

�����������

�

コ
ウ
キ
逸
す
べ
か
ら
ず
。

�

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
ヘ
ン
コ
ウ
に
な
る
。

�

次
作
の
コ
ウ
ソ
ウ
が
浮
か
ぶ
。

�

コ
ウ
を
あ
せ
っ
て
失
敗
す
る
。

�

景
気
が
コ
ウ
タ
イ
す
る
。

4
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し
か
し
、
帰
責
性
と
責
任
は
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
帰
責
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
人
が
責
任
を
感
じ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
す
。

僕
ら
は
意
志
の
概
念
を
使
っ
て
帰
責
す
る
こ
と
が
責
任
の
概
念
の
コ
ア
で
あ
る
と
信
じ
切
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
こ
れ
は
君
が
自
分
の
意
志

で
や
っ
た
こ
と
だ
か
ら
、
君
の
責
任
だ
」
と
い
う
こ
の
論
理
の
い
っ
た
い
ど
こ
に
応
答
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
こ

む

り

や

り

の
論
理
が
示
し
て
い
る
の
は
、
応
答
す
る
べ
き
人
間
が
応
答
し
な
い
か
ら
、
仕
方
な
く
、
意
志
の
概
念
を
使
っ
て
無
理
矢
理
に
責
任
を
押
し
つ
け
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
意
志
と
結
び
つ
い
た
責
任
の
概
念
と
い
う
の
は
、
一
種
の

エ

し
た
責
任
概
念
な
の
で
す
。

こ
の

エ

し
た
責
任
概
念
の
た
め
に
、
僕
ら
は
責
任
と
帰
責
性
を
う
ま
く
区
別
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
責
任
と
帰
責
性
を
区
別
す
る

は
ら

の

こ
と
で
、
こ
の

エ

し
た
責
任
概
念
を
払
い
除
け
、
応
答
と
し
て
の
責
任
そ
の
も
の
を
概
念
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
が
僕
が
い
ま
考
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

（
國
分
功
一
郎
「
中
動
態
か
ら
考
え
る
利
他

責
任
と
帰
責
性
」
に
よ
る
）

注
1

ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
＝
（
前
五
二
五
〜
前
四
五
六
）
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
詩
人
。

注
2

カ
ン
ト
＝
（
一
七
二
四
〜
一
八
〇
四
）
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
。

注
3

ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
＝
（
前
四
九
六
こ
ろ
〜
前
四
〇
六
こ
ろ
）
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
詩
人
。

注
4

ダ
イ
モ
ー
ン
＝
神
霊
な
ど
と
訳
さ
れ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
語
。

注
5

コ
ロ
ス
＝
古
代
ギ
リ
シ
ア
劇
の
合
唱
隊
。
劇
の
状
況
を
説
明
す
る
な
ど
、
進
行
上
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
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晋
一
郎
さ
ん
は
、
北
海
道
浦
河
町
の
「
べ
て
る
の
家
」
で
始
ま
っ
た
こ
の
営
み
を
、「
障
害
や
病
気
を
は
じ
め
、
様
々
な
困
り
ご
と
を
抱
え
た
本
人

が
、
そ
の
解
釈
や
解
決
を
専
門
家
や
支
援
者
に
丸
投
げ
す
る
の
で
は
な
く
、
類
似
し
た
困
り
ご
と
を
抱
え
た
仲
間
と
と
も
に
、
研
究
し
て
い
く
取
り

組
み
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
（
熊
谷
晋
一
郎
「
強
い
ら
れ
る
他
者
の
理
解
」「at

プ
ラ
ス
」
第
三
一
号
）。

た
と
え
ば
ど
う
し
て
も
問
題
行
動
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
人
が
い
る
。
そ
の
人
に
対
し
「
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
か
」
とⅲ

責
す
る
の
で
も
、

専
門
家
が
そ
の
人
を
診
断
し
て
病
名
を
与
え
る
の
で
も
な
く
、
問
題
行
動
を
起
こ
し
た
本
人
が
自
分
に
つ
い
て
研
究
す
る
の
が
当
事
者
研
究
で
す
。

そ
し
て
当
事
者
研
究
に
お
い
て
は
、「ｄ
ガ
イ
ザ
イ
化
」
と
い
っ
て
行
動
を
一
度
単
な
る
現
象
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
つ
ま
り
、
行
動
を
神
的
因
果
性
に
お
い
て
と
ら
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

神
的
因
果
性
に
お
い
て
と
ら
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
を
免
責
す
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
自
分
が
や
っ
て
し
ま
っ
た
問
題
行
動
を
ひ
と
つ
の

現
象
と
し
て

イ

的
に
研
究
す
る
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
次
第
に
そ
の
人
が
自
分
の
行
動
の
責
任
を
引
き
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
つ
ま
り
一
度
、
神
的
因
果
性
に
お
い
て
行
為
を
と
ら
え
る
こ
と
で
、
人
間
的
因
果
性
へ
の
視
線
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
。

み
ず
か
ら
を
加
害
者
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
は
、
加
害
者
と
し
て
の
責
任
を
心
か
ら
感
じ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
責
任
と
は
そ
う

や
っ
て
み
ず
か
ら
の
心
の
な
か
で
感
じ
る
も
の
で
す
。
責
任
は
英
語
で
「respon

sibility

」
で
あ
り
、「respon

se

」
つ
ま
り
応
答
に
由
来
し
ま
す
。

加
害
者
の
責
任
と
は
、
み
ず
か
ら
が
も
た
ら
し
て
し
ま
っ
た
被
害
と
被
害
者
に
対
し
て
、
自
分
が
応
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
心
か
ら
感
じ
る
こ

と
で
す
。

﹇
中
略
﹈

こ
こ
で
ひ
と
つ
の
概
念
の
対
を
提
示
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
責
任respon

sibility

」
と
「
帰
責
性im

pu
tability

」
で
す
。

後
者
の
英
単
語
は
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
英
語
のim

pu
te

と
い
う
動
詞
に
由
来
す
る
名
詞
で
、
こ
の
動
詞
は
「
罪
や
ケ
ッ

ｅ
カ
ン
な
ど
を
あ
る
人
に
帰
属
さ
せ
る
」
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

僕
ら
は
責
任
に
つ
い
て
論
じ
な
が
ら
、
い
つ
も
こ
の
ふ
た
つ
を

ウ

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
帰
責
性
は
社
会
に
と
っ
て
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
引
き
起
こ
さ
れ
た
罪
の
帰
属
先
を
確
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
法
律
の
根
幹
を
な
す
と
い
っ
て
も
よ
い
考
え
方
で
す
。
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72

入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
六

Ａ

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

20

。

20

Ａ

�����������

�

そ
の
一
方
を
他
方
と
と
も
に
肯
定
し
な
い
の
で
す

�

そ
の
一
方
を
他
方
に
よ
っ
て
受
容
し
な
い
の
で
す

�

そ
の
一
方
を
他
方
に
関
与
し
な
い
と
す
る
の
で
す

�

そ
の
一
方
を
他
方
に
還
元
し
な
い
の
で
す

�

そ
の
一
方
を
他
方
よ
り
尊
重
す
る
の
で
す
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問
四

ア

〜

エ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

14

〜

17

。

ぎ
ま
ん

14

ア
〔

�

一
般

�

相
対

�

範
例

�

欺
瞞

�

可
及

〕

15

イ
〔

�

因
襲

�

独
断

�

一
面

�

客
観

�

観
念

〕

16

ウ
〔

�

排
除

�

追
求

�

混
同

�

洞
察

�

模
索

〕

17

エ
〔

�

超
越

�

分
裂

�

依
存

�

重
層

�

堕
落

〕

問
五

線
部
甲
「
胚
胎
」、
乙
「
葛
藤
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク

し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18

・

19

。

18

甲

胚
胎

�����������

�

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
秩
序
な
く
入
り
乱
れ
る
こ
と
。

�

す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い
て
存
在
す
る
こ
と
。

�

も
の
や
思
い
な
ど
が
映
し
出
さ
れ
る
こ
と
。

�

も
の
ご
と
の
起
こ
る
原
因
を
含
み
持
つ
こ
と
。

�

あ
る
も
の
が
生
み
出
さ
れ
増
え
る
こ
と
。

19

乙

葛
藤

�����������

�

二
つ
以
上
の
思
い
が
対
立
す
る
こ
と
。

�

自
分
か
ら
他
に
能
動
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
。

�

悲
し
み
の
た
め
に
声
を
上
げ
て
泣
く
こ
と
。

�

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
、
各
地
を
め
ぐ
る
こ
と
。

�

判
断
力
を
失
う
ほ
ど
心
が
惑
う
こ
と
。
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問
九

問
題
文
の
内
容
と
一
致
し
な
い
も
の
を
、
次
の
Ａ
群
お
よ
び
Ｂ
群
の
�

〜
�

の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
Ａ
群
が

23

、
Ｂ
群
が

24

。

23

Ａ
群

�����������������

�

神
的
因
果
性
の
被
害
者
と
し
て
の
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
は
、
最
終
的
に
人
間
的
因
果
性
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
た

加
害
者
と
し
て
の
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
が
、
そ
の
理
由
は
分
か
ら
な
い
。

�

「
自
分
の
意
志
で
し
た
ん
だ
か
ら
」
と
他
者
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
責
任
の
概
念
は
、
社
会
に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
人
が
み
ず
か
ら
の
心
の
中
で
責
任
を
感
じ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

�

受
刑
者
同
士
の
対
話
で
犯
罪
の
原
因
を
探
り
コ
ウ
セ
イ
を
め
ざ
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
神
的
因
果
性
と
人
間
的
因
果

性
の
同
時
肯
定
の
思
想
が
見
出
さ
れ
る
。

�

帰
責
性
を
意
味
す
る
責
任
の
概
念
に
お
い
て
は
、
責
任
を
心
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
主
体
の
意
志

の
強
さ
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。

24

Ｂ
群

�����������������

�

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
意
志
の
概
念
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
故
意
に
行
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
ヘ
コ
ー
ン
な
ど
の
言
葉

が
あ
り
、
殺
人
と
カ
シ
ツ
致
死
を
区
別
す
る
概
念
装
置
は
あ
っ
た
。

�

意
志
の
概
念
は
歴
史
上
の
あ
る
時
点
で
生
ま
れ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
行
為
と
行
為
者
の
関
係
を
常
に
意
志
を
通
じ
て

捉
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
る
。

�

ヴ
ェ
ル
ナ
ン
の
指
摘
を
言
い
換
え
る
と
、
人
間
的
因
果
性
と
神
的
因
果
性
が
両
立
し
う
る
も
の
が
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
で

あ
り
、
あ
る
行
動
を
為
し
た
人
間
が
被
害
者
で
あ
る
か
加
害
者
で
あ
る
か
は
決
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

�

近
代
的
な
考
え
方
に
お
い
て
は
、
神
的
因
果
性
を
認
め
る
と
そ
の
人
を
免
罪
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
人
間
的
因

果
性
に
注
目
す
る
と
運
命
の
力
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

（
国
語
①
問
題

お
わ
り
）
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�
�

�
�

問
七

線
部
1
「
彼
ら
の
あ
い
だ
に
は
決
定
的
に
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
見
出
さ
れ
る
の
で
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適

当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。く
じ

�

ス
ネ
ル
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
意
志
の
概
念
を
見
出
そ
う
と
し
、
リ
ヴ
ィ
エ
は
人
間
の
意
志
が
挫
か
れ
る
の
が
悲
劇
で
あ
る
と
ス
ネ
ル
を
批

判
し
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
は
意
志
に
基
づ
く
決
断
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
と
そ
の
両
者
を
同
時
に
肯
定
し
て
い
る
。

�

ス
ネ
ル
は
作
品
内
で
働
く
超
人
的
な
力
を
重
ん
じ
て
人
間
を
加
害
者
と
見
よ
う
と
し
、
リ
ヴ
ィ
エ
は
自
ら
の
意
図
で
選
択
で
き
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
を
強
調
し
て
人
間
を
免
罪
し
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
は
そ
の
ど
ち
ら
の
場
合
も
あ
り
う
る
と
共
感
し
て
い
る
。

�

ス
ネ
ル
は
断
固
た
る
決
断
に
基
づ
く
人
間
の
行
動
を
読
み
取
り
、
リ
ヴ
ィ
エ
は
人
間
が
神
的
な
運
命
に
よ
っ
て
ホ
ン
ロ
ウ
さ
れ
て
い
る
と

し
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
は
人
間
の
行
動
は
そ
の
人
自
身
が
為
す
こ
と
も
運
命
に
巻
き
込
ま
れ
強
い
ら
れ
て
行
う
こ
と
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

�

ス
ネ
ル
は
人
間
が
為
し
た
こ
と
が
思
わ
ぬ
効
果
を
持
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
重
視
し
、
リ
ヴ
ィ
エ
は
人
間
が
運
命
の
力
に
よ
っ
て
自
分
の
思

う
と
お
り
に
行
動
で
き
な
い
の
だ
と
指
摘
し
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
は
そ
れ
ら
二
つ
の
状
況
を
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
断
言
し
て
い
る
。

�

ス
ネ
ル
は
神
的
因
果
性
を
人
間
的
因
果
性
と
誤
っ
て
認
識
し
て
お
り
、
リ
ヴ
ィ
エ
は
人
間
的
因
果
性
を
認
め
ず
神
的
因
果
性
の
み
を
称
揚

し
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
は
神
的
因
果
性
と
人
間
的
因
果
性
は
混
じ
り
合
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
本
質
的
に
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

問
八

線
部
2
「
近
代
的
な
自
立
し
た
人
間
像
」
と
は
、
ど
う
い
う
人
間
像
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最

も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

�

自
ら
の
意
図
を
持
っ
て
い
る
人
間
像
。

�

決
意
に
よ
っ
て
行
動
し
よ
う
と
す
る
人
間
像
。

�

意
志
に
基
づ
く
行
動
の
責
任
を
取
る
人
間
像
。

�

運
命
の
力
に
抵
抗
し
よ
う
と
す
る
人
間
像
。

�

人
間
的
因
果
性
に
注
目
す
る
人
間
像
。

4

四
校
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
三

線
部
2
「
い
ら
へ
ず
」、
3
「
い
か
さ
ま
に
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選

び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
2
が

8

、
3
が

9

。

8

2
「
い
ら
へ
ず
」

�

隠
れ
も
し
な
い

�

返
事
を
し
な
い

�

退
こ
う
と
し
な
い

�

正
体
を
明
か
さ
な
い

�

い
ら
だ
た
な
い

9

3
「
い
か
さ
ま
に
」

�

悪
だ
く
み
を
す
る

�

も
し
か
す
る
と

�

に
せ
も
の
の

�

な
る
ほ
ど

�

き
っ
と

4

念
校
紙―３１ ―
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問
二

線
部
1
「
矢
の
た
け
に
く
ら
べ
」、
4
「
や
を
ら
は
た
ら
き
も
せ
ず
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
1
が

6

、
4
が

7

。

6

1
「
矢
の
た
け
に
く
ら
べ
」

�

矢
を
竹
の
高
さ
と
比
べ
て

�

矢
の
長
さ
に
合
わ
せ
て

�

矢
の
数
と
比
べ
て

�

矢
の
機
能
を
竹
に
近
づ
け
て

�

矢
の
形
に
そ
ろ
え
て

7

4
「
や
を
ら
は
た
ら
き
も
せ
ず
」

�

急
い
で
進
も
う
と
も
し
な
い

�

お
も
む
ろ
に
反
撃
も
し
な
い

�

全
く
反
応
も
し
な
い

�

い
っ
こ
う
に
動
こ
う
と
も
し
な
い

�

ゆ
っ
た
り
し
て
動
揺
も
し
な
い

4

念
校
紙―３２ ―
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�
�

や
ま
か
げ

注
3

如
夢
僧
都
＝
平
安
時
代
の
僧
。
藤
原
山
蔭
の
五
男
。

注
4

四
明
年
に
＝
し
つ
こ
い
こ
と
。

問
一

線
部
ａ
「
い
り
」、
ｂ
〜
ｅ
「
い
る
」
に
つ
い
て
、「
い
」
に
当
て
ら
れ
る
漢
字
と
活
用
の
種
類
の
組
み
合
わ
せ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

�

〜
	

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は
ａ
が

1

、
ｂ
が

2

、
ｃ
が

3

、
ｄ
が

4

、
ｅ
が

5

。

�

入
―
ヤ
行
上
一
段
活
用
動
詞

�

鋳
―
ワ
行
上
一
段
活
用
動
詞

�

射
―
ア
行
上
一
段
活
用
動
詞

�

要
―
ラ
行
四
段
活
用
動
詞

�

入
―
ラ
行
四
段
活
用
動
詞

�

鋳
―
ア
行
上
一
段
活
用
動
詞

�

射
―
ヤ
行
上
一
段
活
用
動
詞

	

要
―
ワ
行
上
一
段
活
用
動
詞

4

念
校
紙―３３ ―

2

国語②2022 Ｂ方式

２２０９０２Ｊ２ Page 2 2021.10.20 17.37.39

２２０９０２Ｊ２_2

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�
�
�

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

1

〜

23

。

い

む
か
し
弓
を
た
し
な
む
人
あ
り
。
ひ
と
り
夜
み
ち
ゆ
く
。
お
の
が
わ
ざ
な
れ
ば
、
秘
め
に
し
弓
に
矢
を
十
筋
取
り
そ
へ
て
出
で
け
る
が
、
ま
た
道

は
ず

に
て
小
竹
原
にａ
い
り
て
、
篠
を
一
本
切
り
、1
矢
の
た
け
に
く
ら
べ
、
ね
を
そ
ぎ
、注
1

筈
を
つ
け
て
、
十
筋
の
矢
に
と
り
そ
へ
て
も
ち
け
り
。

さ
て
ゆ
く
に
、
道
の
真
ん
中
に
、
そ
の
色
黒
き
も
の
あ
り
。
人
よ
り
は
小
さ
う
し
て
、
さ
ら
に
動
か
ず
。「
の
け
」
と
い
へ
ど2
い
ら
へ
ず
。

「3
い
か
さ
ま
に
、
き
つ
ね
む
じ
な
な
る
べ
し
」
と
お
も
ひ
、
矢
を
放
ち
てｂ
い
る
に
、
手
ご
た
へ
し
て
あ
た
る
と
見
し
も
、
飛
び
の
く
お
と
、
か
ね

な
どｃ
い
る
が
ご
と
し
。
し
か
れ
ど
も
、4
や
を
ら
は
た
ら
き
も
せ
ず
。
ま
たｄ
い
る
も
は
じ
め
の
ご
と
し
。
一
筋
一
筋
とｅ
い
る
ほ
ど
に
、
十
筋
み
な
い
て
、

た
だ
一
本
残
れ
り
。
こ
の
と
き
、
か
の
も
の
う
ご
き
て
、
上
に
か
づ
き
し
物
を
わ
き
へ
の
け
て
、
飛
び
か
か
る
を
、
残
る
一
筋
に
て
射
止
め
た
り
。

さ
て
間
近
く
見
れ
ば
、
た
ぬ
き
に
て
、
上
に
か
づ
き
し
は
な
べ
な
り
。5
お
そ
ろ
し
き
た
く
み
に
あ
ら
ず
や
。
そ
の
十
の
数
知
り
し
に
や
。
ま
た
十
は

数
の
常
に
し
て
、
も
の
ご
と
に
こ
れ
を
用
ゆ
。
た
ぬ
き
す
ら
そ
れ
を
く
り
て
う
か
が
ふ
。6
ま
し
て
人
な
ん
ど
の
智
に
は
か
ん
が
ふ
べ
き
を
や
。
き
り

そ
へ
て
十
一
に
し
て
ゆ
き
し
は
心
に
く
く
侍
る
。7
秘
事
は
ま
つ
げ
の
ご
と
く
、
こ
れ
弓
法
の
徳
な
り
と
い
へ
り
。

す
べ
て
人
に
ぬ
き
出
て
芸
あ
る
人
は
、
つ
ね
づ
ね
の
心
が
け
も
格
別
な
り
け
ら
し
。
こ
の
こ
と
に
限
ら
ず
、
気
を
つ
け
心
を
く
ば
ら
ば
、
も
の
ご

に
よ
む
そ
う
づ

と
よ
く
と
と
の
ふ
べ
き
も
の
を
や
。
三
番
の
注
2あ

ど
の
外
に
、
な
ほ
物
に
心
得
た
る
人
こ
そ
、
世
の
中
の
宝
な
め
れ
。8

注
3如

夢
僧
都
の
烏
帽
子
も
、
河
風

し
み
や
う
ね
ん

す
さ
ぶ
を
り
か
ら
に
は
、
ひ
と
か
ど
晴
れ
の
用
に
た
て
り
、
と
あ
れ
ば
と
て
、注
4

四
明
年
に
こ
と
く
ど
き
人
も
、
我
に
お
い
て
う
る
さ
し
。

（『
御
伽
物
語
』
に
よ
る
）

注
1

筈
＝
弓
の
両
端
の
弦
を
か
け
る
と
こ
ろ
。

注
2

あ
ど
＝
あ
い
づ
ち
の
こ
と
。

国
語
②
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
六

線
部
7
「
秘
事
は
ま
つ
げ
の
ご
と
く
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

12

。

�

大
切
な
こ
と
は
小
さ
く
て
見
逃
し
て
し
ま
う
が

�

秘
密
は
人
に
見
せ
な
い
も
の
で
あ
る
が

�

知
ら
れ
た
く
な
い
こ
と
は
隠
す
も
の
で
あ
る
が

�

秘
伝
は
自
分
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
が

�

さ
さ
い
な
こ
と
は
目
に
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
が

問
七

―
―
線
部
8
「
如
夢
僧
都
の
烏
帽
子
」
に
つ
い
て
、『
沙
石
集
』
に
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

さ
ん
え
ば
こ

如
夢
僧
都
は
大
井
川
の
御
幸
に
、
三
衣
箱
の
底
に
、
烏
帽
子
を

あ

も
用
意
し
て
、
和
泉
の
大
将
の
烏
帽
子
を
、
河
風
の
水
に
吹
き
入

れ
た
り
け
る
時
、
取
り
出
だ
し
て
高
名
し
給
ひ
け
る
と
こ
そ
申
し
伝
へ
侍
り
し
。

（
1
）

あ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

13

。

�

ば
か
り

�

こ
そ

�

し

�

だ
に

�

し
か

（
2
）
『
沙
石
集
』
の
話
に
お
け
る
「
烏
帽
子
」
は
、
問
題
文
（『
御
伽
物
語
』）
中
で
は
何
に
当
た
る
で
し
ょ
う
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

14

。

�

知
恵
の
あ
る
た
ぬ
き

�

攻
撃
を
防
ぐ
鍋

�

数
の
常
で
あ
る
十

�

芸
の
あ
る
人

�

十
一
本
目
の
矢

4

念
校
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問
四

線
部
5
「
お
そ
ろ
し
き
た
く
み
に
あ
ら
ず
や
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
最
も
適
当
な
も
の

を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

10

。

�

「
弓
を
た
し
な
む
人
」
が
、
最
後
の
一
本
の
矢
を
隠
し
て
お
い
て
、
だ
ま
し
て
射
止
め
た
こ
と
。

�

「
弓
を
た
し
な
む
人
」
が
、
な
か
な
か
仕
留
め
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
獲
物
を
見
事
に
射
止
め
た
こ
と
。

�

「
弓
を
た
し
な
む
人
」
が
、
相
手
が
何
者
か
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
矢
を
射
続
け
た
こ
と
。

�

「
た
ぬ
き
」
が
、
十
と
い
う
数
を
認
識
し
て
、
十
本
の
矢
を
鍋
で
防
い
で
い
た
こ
と
。

�

「
た
ぬ
き
」
が
、
鍋
を
か
ぶ
っ
て
そ
の
正
体
を
隠
し
て
、
人
の
目
を
ご
ま
か
し
て
い
た
こ
と
。

�

「
た
ぬ
き
」
が
、
人
に
飛
び
か
か
る
隙
を
狙
っ
て
、
動
か
な
い
ふ
り
を
し
て
い
た
こ
と
。

問
五

線
部
6
「
ま
し
て
人
な
ん
ど
の
智
に
は
か
ん
が
ふ
べ
き
を
や
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

11

。

�

人
の
悪
知
恵
な
ど
は
た
ぬ
き
よ
り
さ
ら
に
悪
質
で
あ
る
の
で
気
を
つ
け
た
方
が
よ
い
。

�

人
は
た
ぬ
き
に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
知
恵
が
勝
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
の
が
よ
い
。

�

人
の
知
恵
と
い
う
も
の
は
た
ぬ
き
よ
り
も
っ
と
優
れ
て
い
る
の
で
手
本
と
す
る
の
が
よ
い
。

�

た
ぬ
き
の
知
恵
は
人
な
ど
よ
り
も
優
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
知
っ
た
方
が
よ
い
。

�

た
ぬ
き
に
も
ま
し
て
人
は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
の
で
、
注
意
し
た
方
が
よ
い
。

4

念
校
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�
�

（
3
）
こ
の
『
今
昔
物
語
集
』
の
話
と
同
じ
内
容
の
も
の
は
、
他
の
文
学
作
品
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
作
品
お
よ
び
『
今
昔
物
語
集
』

の
中
で
、
分
野
が
異
な
る
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

19

。

�

『
宝
物
集
』

�

『
源
平
盛
衰
記
』

�

『
三
国
伝
記
』

�

『
十
訓
抄
』

�

『
今
昔
物
語
集
』

問
九

線
部
「
三
番
の
あ
ど
」
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

こ
の
「
三
番
の
あ
ど
」
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
る
が
、『
論
語
』
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

季
文
子
、ア
三
思
而
後
行
。イ
子
聞
之
曰
、ウ
再
斯
可
矣
。

こ
れ
は
「
季
文
子
」
が
「
三
思
而
後
行
」
と
い
う
行
動
を
聞
い
て
、「
子
」
が
「
再
斯
可
矣
」
と
言
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
矣
」
は

こ
こ
で
は
訓
読
し
な
い
が
、

Ａ

の
意
味
を
添
え
る
助
字
で
あ
る
。

（
1
）

線
部
ア
「
三
思
而
後
行
」
を
読
み
下
す
と
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ

選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

�

さ
ん
し
し
て
し
か
も
あ
と
に
お
こ
な
う

�

さ
ん
ど
お
も
へ
ど
も
う
し
ろ
へ
ゆ
く

�

み
た
び
お
も
ひ
て
の
ち
に
お
こ
な
う

�

み
つ
お
も
ひ
し
か
し
て
の
ち
に
ゆ
く

�

さ
ん
か
い
し
じ
す
る
に
こ
う
こ
う
す
る

（
2
）

線
部
イ
「
子
」
と
は
、
何
を
指
し
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

21

。

�

季
文
子
の
子

�

孟
子

�

君
子

�

ね
ず
み

�

烏
帽
子

�

孔
子
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問
八
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
如
夢
僧
都
の
幼
少
の
頃
の
話
と
し
て
、
船
か
ら
海
に
投
げ
出
さ
れ
た
時
に
亀
に
助
け
ら
れ
た
話
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
ち

若
君
（
如
夢
僧
都
）
が
亀
に
助
け
ら
れ
た
後
の
父
・
山
蔭
（
帥
）
の
様
子
を
描
い
た
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

か
く
て
船
を
出
だ
し
て
行
く
間
に
、
帥
、
よ
も
す
が
ら
肝
心
砕
け
て
い
ね
ざ
り
け
れ
ば
、
昼
寄
り
臥
し
て
寝
入
り
け
る
夢
に
、
船
の
そ
ば
に
、

大
き
な
る
亀
、
海
よ
り
首
を
指
し
出
で
、ａ
我
に
、「
も
の
言
は
む
」
と
思
ひ
た
る
気
色
あ
り
。
さ
れ
ば
、ｂ
我
船
の
端
に
指
し
出
で
た
れ
ば
、
亀

な
り
と
い
へ
ど
も
人
の
言
葉
の
ご
と
く
し
て
曰
く
、「
忘
れ
さ
せ
給
ひ
に
け
る
や
。
一
年
、ｃ
我
河
尻
に
し
て
鵜
飼
の
た
め
に
釣
り
上
げ
ら
れ
た

り
し
を
、
買
ひ
取
り
て
放
た
し
め
給
ひ
し
と
こ
ろ
の
亀
な
り
。
そ
の
後
「
い
か
に
し
て
か
こ
の
恩
を
報
じ
申
さ
む
」
と
思
ひ
、
年
月
を
過
ぐ
る

に
、
帥
に
な
り
て
下
り
給
へ
ば
、「
お
送
り
を
だ
に
せ
む
」
と
思
ひ
て
、
御
船
に
添
ひ
て
行
く
間
に
、
夜
前
鍾
が
御
崎
に
し
て
、
継
母
の
、
若

君
を
抱
き
て
船
の
高
欄
を
打
ち
越
し
て
、
取
り
は
づ
す
や
う
に
し
て
海
に
落
と
し
入
れ
し
か
ば
、
そ
れ
を
甲
の
上
に
受
け
取
り
て
、
御
船
に
遅

れ
じ
と
か
き
参
り
つ
る
な
り
。
今
行
く
末
も
こ
の
継
母
に
打
ち
解
け
給
ふ
こ
と
な
か
れ
」
と
言
ひ
て
、
海
に
首
を
引
き
入
れ
つ
、
と
見
て
、
夢

覚
め
ぬ
。

（
1
）

線
部
ａ
〜
ｃ
の
「
我
」
は
誰
を
指
し
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同

じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は
ａ
が

15

、
ｂ
が

16

、
ｃ
が

17

。

�

若
君

�

亀

�

継
母

�

帥

�

漁
師

（
2
）
『
今
昔
物
語
集
』
の
内
容
に
一
致
す
る
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18

。

�

帥
は
か
つ
て
亀
を
釣
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

�

継
母
は
船
の
高
欄
を
乗
り
越
え
若
君
を
助
け
よ
う
と
し
た
が
、
失
敗
し
た
。

�

帥
は
船
の
上
で
眠
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
亀
に
起
こ
さ
れ
た
。

�

亀
は
帥
へ
の
恨
み
の
た
め
に
、
船
の
後
を
一
年
間
追
い
続
け
て
い
た
。

�

亀
が
帥
に
真
実
を
伝
え
、
継
母
と
距
離
を
置
く
よ
う
忠
告
し
た
。
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69

入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

（
3
）

Ａ

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

22

。

�

意
志

�

完
了

�

断
定

�

命
令

�

疑
問

（
4
）

線
部
ウ
「
再
斯
可
矣
」
は
、
問
題
文
（『
御
伽
物
語
』）
に
お
け
る
筆
者
の
主
張
と
似
て
い
ま
す
。
両
者
は
ど
う
い
う
こ
と
を
言

お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
�

〜
�

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

23

。

�

事
前
に
十
分
な
用
意
を
す
る
こ
と
は
必
要
だ
が
、
あ
ま
り
念
を
入
れ
す
ぎ
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。

�

周
囲
に
対
し
て
も
再
三
心
配
り
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
人
の
た
め
に
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。

�

事
を
行
う
に
当
た
り
、
慎
重
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
よ
い
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

常
々
の
心
が
け
が
優
れ
て
い
る
人
は
、
人
に
抜
き
ん
出
た
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

人
か
ら
評
価
さ
れ
よ
う
と
し
て
、
し
つ
こ
い
ほ
ど
に
用
意
周
到
で
あ
る
人
は
、
わ
ず
ら
わ
し
い
。

（
国
語
②
問
題

お
わ
り
）
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